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１ 実施計画の概要 

（１）策定の目的 

実施計画は、総合計画後期基本計画に掲げた目標の達成に向けて取り組む施策を着

実に推進していくため、今後３年間で行う具体的な事業を明らかにするものです。 

 

 

（２）計画期間 

平成 31年度から平成 33年度までの３年間を計画期間としています。 

なお、平成 32 年度以降の計画策定に当たっては、毎年度、ＰＤＣＡサイクルを活

用して事業の見直しを行います。 

 

【ＰＤＣＡサイクル】 

 

 

 

 

 

 

（３）対象事業 

① 総合計画後期基本計画に掲げる主要事業 

 

② 新規の事業等で主要事業に位置付けられるもの 

 

 

（４）総合計画後期基本計画（施策体系） 

実施計画に掲げる事務事業は、総合計画後期基本計画の施策体系に基づき、整理し

ています。 

 

計画の策定 

 

施策(事業)の実施 

施策(事業)評価 

施策(事業)の 

 見直し・改善 

この計画に記載する事業内容は、現時点のものであり、今後の社会経済情勢や町の財政事情

により、変更となる場合があります。 
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基本目標 

≪後期基本計画 施策体系図≫ 

 

１ 地域で支え合う福祉の推進  地域福祉 
 

  

２ 町民主体の健康づくりと地域医療の推進  健康づくり・地域医療
 

  

３ 高齢者福祉の推進  高齢者福祉 
 

  

４ 介護予防事業と介護給付事業の充実  介護保険 
 

  

５ 障がい者福祉の充実  障がい者（児）福祉 
 

  

６ 子ども・子育て支援の充実  育て支援
 

  

７ 災害に強いまちづくり  災害対策・危機管理 
 

  

８ 交通事故・犯罪のないまちづくり  交通安全・防犯 
 

  

９ 消防・救急対策の推進  消防･救急 
 

  

10 消費者教育の推進  消費生活 

 

２ 

安心・安全

なまち 

富
士
を
の
ぞ
む 

活
気
あ
ふ
れ
る 

交
流
の
ま
ち 

 

お
や
ま 

１ 広域連携の推進  広域連携 
 

  

２ 健全な財政運営の確立  財政運営 
 

  

３ 効率的な行政運営の推進  行政運営 
 

  

４ 参加と協働によるまちづくり  参加･協働･情報共有 

 

４ 

計画の推進

のために 

１ 恵まれた環境の保全  環境保全･富士山 
   

２ 清らかで豊かな水資源の保全と活用  水資源・水辺 
   

３ ごみの減量化と適切な処理  ごみ・環境衛生 
   

４ 人と自然が調和する景観の形成と環境美化の推進  景観・環境美化 
   

５ 安全な水の安定供給  上水道 
   

６ 適切な汚水処理の推進  汚水処理 
   

７ 活力ある土地利用の推進  土地利用 
   

８ 便利で快適な道路網の整備  道路網 
   

９ 公共交通の活性化  公共交通 
   

10 良好な住環境の実現  住環境 
   

11 公園・緑地整備の推進  公園・緑地 

 

１ 

便利で快適

なまち 

１ 心豊かな生涯学習の推進  生涯学習 
 

  

２ 地域文化の振興と健全な青少年の育成  地域文化・青少年 
 

  

３ スポーツ・レクリエーション活動の振興  
 

  

４ 生きる力を育む学校教育の充実  学校教育 
 

  

５ 地域間交流・国際交流の推進  
 

  

６ 誰もが活躍できる男女共同参画の推進  男女共同参画 
 

  

７ 三来
み ら い

拠点事業の推進  雇用創出・賑わい 
 

  

８ 活気ある農業の振興  農業 
 

  

９ 適切な森林整備を通じた林業の活性化  林業 
   

10 人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興  観光交流 
 

  

11 賑わいと活気があふれる商工業の振興  商工業 
   

12 定住・移住の促進と婚活支援  定住・移住 

 

３ 

いきいきと

したまち 

将来像 基本施策 施策分野 



事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・環境基本計画アクション
プログラムに基づき計画を
推進する。
・環境基本計画庁内調整会
議、環境基本計画推進会
議、環境審議会により、計
画の進捗状況の点検・評価
等を行い、年次報告書を作
成し、各事業の進捗状況を
公表する。
・環境基本計画調査として
「水辺の生き物調査」を実
施する。

・環境基本計画アクション
プログラムに基づき計画を
推進する。
・環境基本計画庁内調整会
議、環境基本計画推進会
議、環境審議会により、計
画の進捗状況の点検・評価
等を行い、年次報告書を作
成し、各事業の進捗状況を
公表する。
・環境基本計画調査として
「水辺の生き物調査」を実
施する。

事業費(千円) 1,395 1,395

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・富士山世界文化遺産協議
会負担金
・世界文化遺産地域連携会
議負担金
・富士山を題材とした講座
を開講

・富士山世界文化遺産協議
会負担金
・世界文化遺産地域連携会
議負担金
・富士山を題材とした講座
を開講

事業費(千円) 448 448

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-1  恵まれた環境の保全

環境保全事業

・環境基本計画アクションプログラムに基づき計画を推進し、町内全域の環境保全に
関する取組を推進する。
・環境学習や環境保全のための地域活動を実践する。

平成33年度

・環境基本計画アクション
プログラムに基づき計画を
推進する。
・環境基本計画庁内調整会
議、環境基本計画推進会
議、環境審議会により、計
画の進捗状況の点検・評価
等を行い、年次報告書を作
成し、各事業の進捗状況を
公表する。
・環境基本計画調査として
「水辺の生き物調査」を実
施する。

448

1,395

具体的取組

富士山世界遺産事業

・世界文化遺産富士山の「保全」と「活用」の２つの観点から、構成資産をはじめと
する「自然・歴史・文化」を後世に残すための取り組みを推進するとともに、更なる
町のＰＲ及び観光振興を図る。

平成33年度

・富士山世界文化遺産協議
会負担金
・世界文化遺産地域連携会
議負担金
・富士山を題材とした講座
を開講
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事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・河川水質測定を実施
・特定事業場水質測定を実
施
・工業排水路水質検査を実
施
・湧水・井戸等水質調査を
実施
・地下水水質測定を実施
・大気中ダイオキシン類測
定を実施

・河川水質測定を実施
・特定事業場水質測定を実
施
・工業排水路水質検査を実
施
・湧水・井戸等水質調査を
実施
・地下水水質測定を実施
・大気中ダイオキシン類測
定を実施
・石沢川の排水水質検査を
実施

事業費(千円) 2,687 3,262

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・「ホタルの里」の維持管
理。
・ホタル観賞会の実施
・町内幼保こども園の園児
によるカワニナの放流。
・先進地の視察
・他団体との連携
・ヘイケボタルを放流
・ほたるサミット参加（伊
豆の国市）

・「ホタルの里」の維持管
理。
・ホタル観賞会の実施
・町内幼保こども園の園児
によるカワニナの放流。
・先進地の視察
・他団体との連携
・ヘイケボタルを放流
・ほたるサミット参加（伊
東市）

事業費(千円) 314 314

事   業   名 担当課 町長戦略課

概        要

平成31年度 平成32年度

・小山町土地利用指導要綱
に基づく指導、助言
・地下水位と湧水量の定期
観測
・町内事業所の揚水量調査

・小山町土地利用指導要綱
に基づく指導、助言
・地下水位と湧水量の定期
観測
・町内事業所の揚水量調査

事業費(千円) - - -

314

具体的取組

地下水保全事業

・小山町土地利用指導要綱に従い、地下水保全を目的とした適切な指導を行う。
・地下水や湧水の継続的な観測を行うことで、地下水位と湧水量の変化を把握する。
・地下水揚水施設設置を届け出た事業所などから年間の採水量の報告を受け、町内で
利用されている地下水量を把握する。

平成33年度

・小山町土地利用指導要綱
に基づく指導、助言
・地下水位と湧水量の定期
観測
・町内事業所の揚水量調査

3,262

具体的取組

ホタルの里づくり事業

・里山にホタルが飛び交う「ホタルの里」づくりを推進するとともに、既存の「ホタ
ルの里」の維持管理を継続する。
・ホタル観賞会を実施する。

平成33年度

・「ホタルの里」の維持管
理。
・ホタル観賞会の実施
・町内幼保こども園の園児
によるカワニナの放流。
・先進地の視察
・他団体との連携
・ヘイケボタルを放流
・ほたるサミット参加

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-2  清らかで豊かな水資源の保全と活用

公害対策事業

・町内の水質（河川、工業排水、湧水等地下水）、大気（ダイオキシン）の分析調査
測定を定期的に実施し、水質や大気の状況（安全）を確認（監視）する。これにより
町の水質や大気の状況を把握し、環境保全を図る。

平成33年度

・河川水質測定を実施
・特定事業場水質測定を実
施
・工業排水路水質検査を実
施
・湧水・井戸等水質調査を
実施
・地下水水質測定を実施
・大気中ダイオキシン類測
定を実施
・石沢川の排水水質検査を
実施
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事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・小山町資源リサイクル活
動奨励交付金制度を広報紙
等で広くＰＲする。
・活動団体毎に、収集量に
応じて、交付金を交付す
る。
・町内の公共施設（６ヶ
所）での古着回収を実施す
る。
・町内不法投棄回収事業を
実施する。
・ごみのガイドブックの見
直しを実施する。

・小山町資源リサイクル活
動奨励交付金制度を広報紙
等で広くＰＲする。
・活動団体毎に、収集量に
応じて、交付金を交付す
る。
・町内の公共施設（６ヶ
所）での古着回収を実施す
る。
・町内不法投棄回収事業を
実施する。

事業費(千円) 4,348 3,163 3,163

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-3  ごみの減量化と適切な処理

ごみ減量・リサイクル推進事業

・指定ゴミ袋の導入によるごみ分別収集の徹底や再利用（資源化）により、ごみの減
量を図る。
・古紙類やアルミ缶などを資源として回収する団体に集めた量に応じて奨励金を交付
する。

平成33年度

・小山町資源リサイクル活
動奨励交付金制度を広報紙
等で広くＰＲする。
・活動団体毎に、収集量に
応じて、交付金を交付す
る。
・町内の公共施設（６ヶ
所）での古着回収を実施す
る。
・町内不法投棄回収事業を
実施する。
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事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

･景観審議会を随時開催す
る。
･各協議会等に参画する。
･行為の届出について審査
を行う。

･景観審議会を随時開催す
る。
･各協議会等に参画する。
･行為の届出について審査
を行う。

事業費(千円) 196 196

事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・春、秋の一斉清掃や富士
山一斉清掃を実施する。
・狂犬病予防注射の実施に
ついて、広報紙等を使い広
くPRし、未実施者には葉書
や電話で催告する。
・地域猫活動の推進。（飼
い主のいない猫の不妊・去
勢手術等）
・犬登録管理システムの導
入。

・春、秋の一斉清掃や富士
山一斉清掃を実施する。
・狂犬病予防注射の実施に
ついて、広報紙等を使い広
くPRし、未実施者には葉書
や電話で催告する。
・地域猫活動の推進。（飼
い主のいない猫の不妊・去
勢手術等）

事業費(千円) 1,095 665 665

196

具体的取組

環境美化事業

・町内全域において、春、秋の一斉清掃を実施し、町民の環境美化に対する意識の醸
成を図る。
・ペットの適正飼育に努めてもらうように、広報紙等を活用し、マナーに対する意識
を啓発する。

平成33年度

・春、秋の一斉清掃や富士
山一斉清掃を実施する。
・狂犬病予防注射の実施に
ついて、広報紙等を使い広
くPRし、未実施者には葉書
や電話で催告する。
・地域猫活動の推進。（飼
い主のいない猫の不妊・去
勢手術等）

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-4  人と自然が調和する景観の形成と環境美化の推進

景観形成推進事業

・景観計画及び景観条例に基づき、建築物等の形態や意匠を誘導することにより、美
しい景観の保全及び形成を図り、町民の豊かで活力ある生活の実現及び魅力あるまち
づくりに寄与する。

平成33年度

･景観審議会を随時開催す
る。
･各協議会等に参画する。
･行為の届出について審査を
行う。
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事   業   名 担当課 上下水道課

概        要

平成31年度 平成32年度

・水源施設の機械・電気設
備交換工事を実施。(棚頭
第２水源ポンプ)
・配水管布設工事を実施
（配水管布設：耐震化率
25％目標）
・新東名建設に伴う配水管
切り回し工事を実施
・須走低区配水池築造工事
設計の実施(8条)
・老朽管及び老朽施設の更
新事業の実施(9条)

・水源施設の機械・電気設
備交換工事を実施(一色水
源ポンプ)
・配水池築造工事及び配水
管布設工事を実施
（配水池築造：須走低区配
水池(8条)）
（配水管布設：耐震化率
26％目標）
・新東名側道配水管布設工
事、切り回し工事を実施
・老朽管及び老朽施設の更
新事業の実施(9条)

事業費(千円) 217,741 536,181 467,628

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-5  安全な水の安定供給

上水道資本的事業

・適正な上水道水源施設の整備及び上水道第6期拡張事業に伴う配水施設の整備を行
い、安全な水の安定供給に努める。
・耐震継手を有する水道管の採用を行い、耐震化率の向上を目指す。また経年管（老
朽管）の更新を行い、安全な水の安定供給を図る。
・震災時の避難箇所や病院等への給水を最優先した計画的な事業推進を行い、安全な
水の安定供給を図る。

平成33年度

・水源施設の機械・電気設
備交換工事を実施(新柴水源
ポンプ)
・配水池築造工事及び配水
管布設工事を実施
（配水池築造：須走低区配
水池(8条)）
（配水管布設：耐震化率
27％目標）
・老朽管及び老朽施設の更
新事業の実施(9条)
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事   業   名 担当課 上下水道課

概        要

平成31年度 平成32年度

・ストックマネジメント計
画に基づく電気設備工事
（社交金）
　機械設備
　（汚泥脱水機（部品交
換））

・ストックマネジメント計
画に基づく調査・点検、実
施設計等

・ストックマネジメント計
画に基づく電気設備工事
（社交金）
　電気設備
　（監視制御装置）

・ストックマネジメント計
画に基づく調査・点検、実
施設計等

事業費(千円) 50,602 50,500

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・合併処理浄化槽を設置す
る個人から補助金申請を受
付、設置後の完了検査によ
り適正であることを確認
し、補助金を交付する。

補助金額（一律）
　5人槽＝332千円
　7人槽＝414千円
 10人槽＝548千円

財　源
　国＝1/3
　県＝国の36％
　町＝54.67％

・合併処理浄化槽を設置す
る個人から補助金申請を受
付、設置後の完了検査によ
り適正であることを確認
し、補助金を交付する。

補助金額（一律）
　5人槽＝332千円
　7人槽＝414千円
 10人槽＝548千円

財　源
　国＝1/3
　県＝国の36％
　町＝54.67％

事業費(千円) 18,958 18,958 18,958

40,500

具体的取組

浄化槽設置推進事業

・下水道処理施設設置区域外において合併処理浄化槽を設置する者に対し、浄化槽設
置奨励事業補助金を交付して、適切な汚水処理を推進する。

平成33年度

・合併処理浄化槽を設置す
る個人から補助金申請を受
付、設置後の完了検査によ
り適正であることを確認
し、補助金を交付する。

補助金額（一律）
　5人槽＝332千円
　7人槽＝414千円
 10人槽＝548千円

財　源
　国＝1/3
　県＝国の36％
　町＝54.67％

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-6  適切な汚水処理の推進

公共下水道事業

・須走浄化センター長寿命化計画に基づき、処理施設の計画的な改修を行うことによ
り、安定した汚水処理及びライフサイクルコストの最小化を図る。

平成33年度

・ストックマネジメント計
画に基づく機械設備工事
（社交金）
　電気設備
　（監視制御装置）

・ストックマネジメント計
画に基づく調査・点検、実
施設計等

8



事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

・都市計画審議会の開催
・都市計画マスタープラン
に沿った都市計画事業等の
推進
・都市計画図の電子化
（H30・H31の２箇年）
・区域区分(線引き)の見直
し

・都市計画審議会の開催
・都市計画マスタープラン
に沿った都市計画事業等の
推進
・都市計画区域定期見直し
・区域区分(線引き)の見直
し

事業費(千円) 25,481 25,481

事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

・足柄駅交流センター建設
工事
　165,000千円
・足柄駅前広場整備工事
　 50,000千円
・足柄駅交流センター建設
工事監理業務委託
　6,000千円
・駅舎解体工事実施（JRが
実施）
・JR東海(株)物件補償費
　16,000千円（ポイント切
替等の各種設備及び駅舎）
・JR東海(株)との土地賃貸
借契約の締結

・足柄駅交流センター建設
工事に伴う付帯工事
・足柄駅前広場整備工事に
伴う付帯工事

事業費(千円) 237,630 10,000 -

25,481

具体的取組

足柄地区拠点整備事業

・足柄支所と駅舎等の複合施設の整備を推進し拠点整備を行うことで、足柄地域の活
性化を図る。

平成33年度

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-7  活力ある土地利用の推進

都市計画事業

・総合計画や都市計画マスタープラン等との整合性を図り、現在の社会情勢等を踏ま
えた上で将来の都市像を明確に示すことにより定住人口の拡大、町の活性化に寄与す
る。
・市街化調整区域内の開発済の土地の有効利用を図り、町の活性化に寄与する。
・都市計画マスタープランに基づき、近年の社会情勢に併せた計画推進を図る。
・スマートＩＣを活用した土地利用を計画的に進める。

平成33年度

・都市計画審議会の開催
・都市計画マスタープラン
に沿った都市計画事業等の
推進
・都市計画区域定期見直し
・区域区分(線引き)の見直
し
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    1-8  便利で快適な道路網の整備 （その１）

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

要望に対しその内容を精査
し、緊急性と優先度の高い
ものから順次実施する。

要望に対しその内容を精査
し、緊急性と優先度の高い
ものから順次実施する。

事業費(千円) 47,500 47,500

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

・中日本高速道路㈱に委託
している3975号線新設及び
3628号線付替工事(用沢)を
継続実施する。
・小山SICアクセス道路
(3628号線)及びラウンドア
バウト整備工事を継続実施
する。

・中日本高速道路㈱に委託
している3975号線新設及び
3628号線付替工事(用沢)を
完了する。
・小山SICアクセス道路
(3628号線)及びラウンドア
バウト整備工事を完了す
る。

事業費(千円) 151,403 200,947

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・事後評価業務委託（６か
月後）
・官民境界杭打設

・事後評価業務委託（１年
後）

事業費(千円) 14,500 8,000 -

-

具体的取組

東名足柄関連町道整備事業

・東名足柄スマートＩＣの設置に合わせたアクセス道路の整備により、周辺地区の土
地開発の推進、地域産業・観光振興・救急活動の迅速化の支援を図り「内陸フロン
ティア構想」を推進する。

平成33年度

47,500

具体的取組

新東名関連町道整備事業

・新東名小山スマートＩＣの設置に合わせたアクセス道路の整備により、周辺地区の
土地開発の推進、地域産業・観光振興・救急活動の迅速化の支援を図り「内陸フロン
ティア構想」を推進する。

平成33年度

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

公共施設地区対応事業

・各地区からの要望に対し、現場確認のうえ優先順位を付けて対応できる事業を実施
する。また、道路パトロールの実施や住民からの連絡においても迅速かつ適切な対応
を行う。

平成33年度

要望に対しその内容を精査
し、緊急性と優先度の高い
ものから順次実施する。
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    1-8  便利で快適な道路網の整備 （その２）

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

効果的な町道整備事業を推
進し生活利便性の向上に努
める。

・町道1288号線待避所設置
工事（南藤曲）外5件
・町道上野大御神線自転車
走行帯設置工事（上野・大
御神）外2件

【防衛９条事案】
・町道4211号線改良舗装工
事（須走）
・町道原向中日向線舗装補
修工事（棚頭）

【ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ関連
事業】
・町道上野大御神線舗装補
修工事（上野・大御神）外
5件

効果的な町道整備事業を推
進し生活利便性の向上に努
める。

・町道1626号改良舗装工事
（小山）

【防衛９条事案】
・町道用沢大御神線舗装補
修工事（大御神）
・町道足柄三保線舗装補修
工事（桑木）

事業費(千円) 257,898 115,000

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

主要町道の拡幅等整備事業
を継続実施する。

・町道3975号線改良舗装工
事（大御神）
・町道大胡田用沢線外1改
良舗装工事（用沢）
・町道大胡田用沢線外1用
地買収・物件補償（用沢）
・町道足柄三保線実施設計
（菅沼）

主要町道の拡幅等整備事業
を継続実施する。

・町道足柄三保線用地買
収・物件補償（菅沼）

事業費(千円) 920,681 277,000

事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

大胡田用沢線の整備に向け
た業務
・物件補償償還金(338,376
千円)
・工事(200,000千円)

・物件補償償還金(216,321
千円)

事業費(千円) 543,922 216,321 212,548

170,000

具体的取組

都市計画道路整備事業

・都市計画道路の整備事業を進めるとともに、再検証業務の結果を基に都市計画道路
の一部区間の見直しを行う。

平成33年度

・物件補償償還金(212,548
千円)

110,000

具体的取組

公共道路整備事業

・生活拠点となる小・中学校周辺の道路整備を計画的に推進するとともに、三来拠点
事業に合せた「街づくり」の展開として主要路線の整備事業を推進する。

平成33年度

主要町道の拡幅等整備事業
を継続実施する。

・町道足柄三保線道路改良
舗装工事(菅沼)

具体的取組

町道整備事業

・地域道路交通網を計画的に整備し、生活利便性の向上を図り、安全と安心につなが
る町道整備事業を進める。

平成33年度

効果的な町道整備事業を推
進し生活利便性の向上に努
める。

【防衛９条事案】
・町道用沢大御神線舗装補
修工事（大御神）
・町道足柄三保線舗装補修
工事（菅沼）
・町道犬の平線舗装補修工
事（小山）

【第1章  便利で快適なまち】
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    1-8  便利で快適な道路網の整備 （その３）

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

町道の改良及び舗装工事を
実施し改善に努める。

[町道上野大御神線改良舗
装工事(その２)の実施]

・L=369mの改良舗装工事を
行う。
・計画区間の用地買収及び
物件補償

町道の改良及び舗装工事を
実施し改善に努める。

[町道上野大御神線改良舗
装工事(その３)の実施]

・計画区間の用地買収及び
物件補償

事業費(千円) 313,937 152,740

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

〇道路構造物修繕
道路構造物の長寿命化修繕
工事を計画的に実施する。
・橋梁補修工事(3橋)
原坂橋、南ノ原橋、堀城橋
・道路付属物補修工事(照
明･標識 9基)
・舗装補修実施設計、補修
工事（原向中日向線ほか）
・法面,擁壁補修実施設計
（小山白岩線ほか）
〇道路構造物点検
道路構造物の点検を実施
し、構造物の健全度を把握
する。
・橋梁定期点検（21橋）
（5カ年周期2期目）
〇橋梁長寿命化修繕計画
（54橋）の見直しと追加を
実施する。

〇道路構造物修繕
道路構造物の長寿命化修繕
工事を計画的に実施する。
・橋梁補修工事(4橋)
新柴陸橋、滝沢橋ほか
・道路付属物補修工事(照
明･標識 11基)
・舗装補修工事（一色大御
神線)
・法面・擁壁補修工事（小
山白岩線）
〇道路構造物点検
道路構造物の点検を実施
し、構造物の健全度を把握
する。
・橋梁定期点検（67橋）
（5カ年周期2期目）

事業費(千円) 205,700 220,000 190,000

102,553

具体的取組

道路構造物長寿命化事業

・道路構造物長寿命化修繕計画に基づき、橋梁等の長寿命化を推進するとともに、維
持管理の軽減を図り、道路構造物の健全度を確保する。

平成33年度

〇道路構造物修繕
道路構造物の長寿命化修繕
工事を計画的に実施する。
・橋梁補修工事(4橋)
上野沢橋、上須川橋ほか
・道路付属物補修工事(照
明･標識 10基)
・舗装補修工事（足柄三保
線)
・法面・擁壁補修工事（小
山白岩線、足柄三保線、
2181号線）
〇道路構造物点検
道路構造物の点検を実施
し、構造物の健全度を把握
する。
・橋梁定期点検（42橋）（5
カ年周期2期目）

具体的取組

防衛施設道路整備事業

・新東名小山ＰＡ周辺地区の開発区域の基幹道路として町道上野大御神線の整備を推
進し、地域産業・観光振興の支援を図るとともに、道路利用者の安全を確保する。

平成33年度

町道の改良及び舗装工事を
実施し改善に努める。

[町道上野大御神線改良舗装
工事(その３)の実施]

・L=445mの改良舗装工事を
行う。

【第1章  便利で快適なまち】
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    1-8  便利で快適な道路網の整備 （その４）

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・町道3099号線整備工事
　　C=200,000千円
・町道3078号線整備工事
　　C=100,000千円（完
成）

※社会資本整備総合交付金
　（工業団地アクセス道
路）
　　　　　　補助率55％

・町道3099号線整備工事
　　C=200,000千円

※社会資本整備総合交付金
　（工業団地アクセス道
路）
　　　　　　補助率55％

事業費(千円) 313,035 200,035 200,035

具体的取組

工業団地アクセス道路整備事業

・国道２４６号から湯船原地区内の工業団地へのアクセス道路の整備により企業活動
の利便性を図るとともに、周辺地区の土地開発の推進、地域産業・観光振興、救急活
動の迅速化の支援を図り「内陸フロンティア構想」を推進する。

平成33年度

・町道3099号線整備工事
　　C=200,000千円
　　　（平成34年度完成）

※社会資本整備総合交付金
　（工業団地アクセス道
路）
　　　　　　補助率55％

【第1章  便利で快適なまち】
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事   業   名 担当課 町長戦略課

概        要

平成31年度 平成32年度

・次期公共交通網形成計画
の策定
・公共交通全体の分析及び
見直し（新公共交通手法の
導入・効果検証、既存路線
の運行ルート・運行時間帯
の変更等）
・パークアンドライド事業
（松田町営駐車場賃借）

・（仮称）新 小山町地域
公共交通網形成計画 事業
実施
・パークアンドライド事業
（松田町営駐車場賃借）

事業費(千円) 48,117 48,117 48,117

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-9  公共交通の活性化

地域公共交通活性化事業

・金太郎公共交通計画に基づき、「自主運行バスの運行」「生活確保維持路線に対す
る補助の実施」「ＪＲ御殿場線の利用促進」等を実施し、持続可能な地域公共交通
ネットワークサービスの推進を図る。

平成33年度

・（仮称）新 小山町地域公
共交通網形成計画 事業実施
・パークアンドライド事業
（松田町営駐車場賃借）
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    1-10  良好な住環境の実現 （その１）

事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

○TOUKAI-0
・耐震診断  20件 (予定)
（委託料：46,320円/戸）
（国：1/2、県：3/8、町：
1/8）
・耐震計画  10件 (予定)
（補助基準額：144,000
円）
（補助金額：基準額×
2/3、高齢者世帯は3/3）
（国：1/3、県：1/6、町：
1/6）
・耐震補強  10件 (予定)

○確認申請等受付業務
　沼津土木事務所建築住宅
課と各種協議

○町有施設建設等
　新規工事、改修工事等の
監督業務

○TOUKAI-0
・耐震診断  20件 (予定)
（委託料：46,320円/戸）
（国：1/2、県：3/8、町：
1/8）
・耐震計画  10件 (予定)
（補助基準額：144,000
円）
（補助金額：基準額×
2/3、高齢者世帯は3/3）
（国：1/3、県：1/6、町：
1/6）
・耐震補強  10件 (予定)

○確認申請等受付業務
　沼津土木事務所建築住宅
課と各種協議

○町有施設建設等
　新規工事、改修工事等の
監督員業務

事業費(千円) 13,066 13,066

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・用途廃止事務
　北原団地廃止・解体
　滝の台団地移転・廃止

・新緑ヶ丘団地改修 1棟
・南藤曲団地改修 1棟

・静岡県住宅供給公社へ管
理委託

・用途廃止事務
　向方団地移転交渉
　緑ヶ丘団地（簡平）移転
交渉
　滝の台団地解体
　湯船団地一部解体

・新緑ヶ丘団地改修 1棟
・富士見ヶ丘団地　改修設
計

・静岡県住宅供給公社へ管
理委託

事業費(千円) 89,546 106,500 106,500

6,695

具体的取組

町営住宅維持管理事業

・小山町営住宅等長寿命化計画に基づき、町営住宅の管理、用途廃止及び建替えを実
施する。

平成33年度

・用途廃止事務
　向方団地移転・廃止
　緑ヶ丘団地（簡平）移転

・富士見ヶ丘団地改修　1棟

・静岡県住宅供給公社へ管
理委託

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

建築指導事業

・新耐震基準以前に施工された木造住宅の耐震診断・計画・補強工事に対して費用の
一部を助成する。
・住宅等建設時の接道及び高さ制限等、建築基準法に関する指導を行うとともに、違
法建築物を抑止する。
・町有施設の建築工事、改修工事に関する施工の監督指導を行い、工期内の施工完
了、不正防止に努める。

平成33年度

○TOUKAI-0
・耐震診断  15件 (予定)
（委託料：46,320円/戸）
（国：1/2、県：3/8、町：
1/8）

○耐震補強助成事業　5件

（補強計画一体型）
一般：1,000千円/件（町：
200千円）
高齢：1,500千円/件
（町：300千円）

○確認申請等受付業務
　沼津土木事務所建築住宅
課と各種協議

○町有施設建設等
　新規工事、改修工事等の
監督員業務
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    1-10  良好な住環境の実現 （その２）

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・SPCによる建設工事
・条例制定（施設設置、指
定管理）

【歳出】施設購入費
・社会資本整備総合交付金
分（建設費1/2）
　462,000円（SPCに町から
支払う）
※上記の残り(1/2)は、30
年以内の割賦で家賃収入か
ら支払い

・SPCによる建設工事完了
・町への施設引渡し
・入居開始
　SPCによる維持管理、運
営業務（～30年間）
・町基金創設（大規模改修
への積立）

【歳出】
　施設購入費返済　15,402
千円
　維持管理費　5,000千円
　基金積立（大規模修繕
用）

※歳出の財源は全額家賃収
入

事業費(千円) 462,000 20,402 20,402

具体的取組

地域優良賃貸住宅整備事業

・子育て世代を主軸とした中堅所得者向けの地域優良賃貸住宅を整備し、職住近接型
の定住対策を促進する。
・整備に当たっては、ＰＦＩ法を活用し、民間のノウハウによる質の高いサービス導
入と町財政の平準化を図る。
・人口減少や少子高齢化が著しい成美地区に40戸程度の共同住宅を整備することによ
り、地域活性化と地域コミュニティの維持を図る。

平成33年度

【歳出】
　施設購入費返済　15,402
千円
　維持管理費　5,000千円
　基金積立（大規模修繕
用）

※歳出の財源は全額家賃収
入

【第1章  便利で快適なまち】
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事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

･公園の修繕及び草刈り等
により利用者の安全性と快
適性の確保に努める
･公園のトイレ･照明等に係
る光熱水費等の支払業務
・集落支援員による草刈り
等の維持管理や状況観察の
実施

･公園の修繕及び草刈り等
により利用者の安全性と快
適性の確保に努める
･公園のトイレ･照明等に係
る光熱水費等の支払業務
・集落支援員による草刈り
等の維持管理や状況観察の
実施

事業費(千円) 23,634 23,634

事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

・農園利用区画数４０区画
・パークゴルフ利用者数２
０００人
・芝生広場を活用したス
ポ・レクイベントの誘致、
開催
・BBQｶﾞｰﾃﾞﾝ利用者数
２０００人
・児童遊具の設置
・指定管理者制度の導入向
けた検討・協議

・農園利用区画数４５区画
・パークゴルフ利用者数
２０００人
・芝生広場を活用したス
ポ・レクイベントの誘致、
開催
・BBQｶﾞｰﾃﾞﾝ利用者数
２０００人

事業費(千円) 7,764 7,639

事   業   名 担当課 都市整備課

概        要

平成31年度 平成32年度

・豊門会館改修工事
・西洋館改修工事
・豊門公園修景事業(2)
・指定管理者制度導入に向
けた検討・協議
・都決に向けた協議・申請
・駐車場整備の事業認可

・指定管理による管理及び
運営
・都市計画事業の一部着手

事業費(千円) 400,900 17,000 170,000

7,639

具体的取組

豊門公園整備事業

・豊門公園の再整備や、豊門会館及び西洋館の耐震工事、内外装の改修等を実施し、
地域活性化の拠点としての利活用を図る。

平成33年度

・指定管理による管理及び
運営
・都市計画事業による整備
事業

23,634

具体的取組

農村公園管理事業

・農村公園における休憩所、運動施設など多様な公園施設の経年劣化に対応した修
繕・更新を行い、利便性を向上させる。
・多目的広場等公園施設の活用方法について見直し、必要な整備を進めて利用の拡大
を図る。

平成33年度

・農園利用区画数４５区画
・パークゴルフ利用者数
２０００人
・芝生広場を活用したス
ポ・レクイベントの誘致、
開催
・BBQｶﾞｰﾃﾞﾝ利用者数
２０００人

具体的取組

【第1章  便利で快適なまち】

    1-11  公園・緑地整備の推進

都市公園維持管理事業

・都市公園における遊具、休憩所、運動施設など多様な公園施設の経年劣化に対応し
た改築・更新を行う。

平成33年度

･公園の修繕及び草刈り等に
より利用者の安全性と快適
性の確保に努める
･公園のトイレ･照明等に係
る光熱水費等の支払業務
・集落支援員による草刈り
等の維持管理や状況観察の
実施
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事   業   名 担当課 住民福祉課

概        要

平成31年度 平成32年度

・地域生活支援業務交付金
（民生委員児童委員協議会
に交付）
（調査内容）：母子父子家
庭や、高齢者福祉行政等の
各調査、高齢者等のふれあ
い茶論支援、見守り・情報
収集
・民生委員児童委員一斉改
選
・福祉団体活動支援

・地域生活支援業務交付金
（民生委員児童委員協議会
に交付）
（調査内容）：母子父子家
庭や、高齢者福祉行政等の
各調査、高齢者等のふれあ
い茶論支援、見守り・情報
収集
・福祉団体活動支援

事業費(千円) 6,586 6,223 6,223

具体的取組

社会福祉総務事業

・小山町地域福祉計画の推進により、啓発広報活動や地域福祉ボランティア養成講座
等の事業を展開する。
・社会奉仕の精神をもって常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行い、
社会福祉の増進に努めるものとする。

平成33年度

・地域生活支援業務交付金
（民生委員児童委員協議会
に交付）
（調査内容）：母子父子家
庭や、高齢者福祉行政等の
各調査、高齢者等のふれあ
い茶論支援、見守り・情報
収集
・福祉団体活動支援

【第2章  安心・安全なまち】

    2-1  地域で支え合う福祉の推進
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    2-2  町民主体の健康づくりと地域医療の推進 （その１）

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・がん検診の実施、検診の
案内、重要性の啓発、個別
検診・集団検診の実施。
目標平均受診率：50％
・胃がん内視鏡検査のダブ
ルチェック体制に向けての
協議の実施
・各種がん検診未受診者へ
の再勧奨通知
・要精密者対策の実施

・がん検診の実施、検診の
案内、重要性の啓発、個別
検診・集団検診の実施。
目標平均受診率：50％
・胃がん検診のダブル
チェック体制の実施
・各種がん検診未受診者へ
の再勧奨通知
・要精密者対策の実施

事業費(千円) 54,979 57,174

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

(１)健康教育、啓発事業
委託料805千円　①運動習
慣推進事業、自主グループ
への運動講師派遣②ココロ
の健康相談、心の健康啓発
③肺がん検診時の禁煙啓
発、小学校への喫煙防止教
育④小学1年生への巡回歯
科教室、集団歯科指導、
8020推進
(２)食育推進事業　委託料
609千円　男性向け料理教
室、婦人会食推部講習、母
子栄養指導、集団栄養指
導、健診事後栄養相談、
レッツ５食育、食育ボラン
ティア養成講座
(３)自殺対策事業の実施
(４)クアオルト健康ウォー
キング事業の継続、普及啓
発（健推協交付金1,200千
円）
(５)健康大学講座254千円

(１)健康教育、啓発事業
委託料805千円　①運動習
慣推進事業、自主グループ
への運動講師派遣②ココロ
の健康相談、心の健康啓発
③事業所アンケートの実
施、肺がん検診時の禁煙啓
発、小学校への喫煙防止教
育④小学1年生への巡回歯
科教室、集団歯科指導、
8020推進
(２)食育推進事業　委託料
609千円　男性向け料理教
室、婦人会食推部講習、母
子栄養指導、集団栄養指
導、健診事後栄養相談、
レッツ５食育、食育ボラン
ティア養成講座
(３)自殺対策事業の実施
(４)クアオルト健康ウォー
キング事業の継続、普及啓
発（健推協交付金1,200千
円）

事業費(千円) 4,948 4,948 4,948

57,174

具体的取組

健康増進事業

・各種健康づくり教室、メンタルヘルスケア、食育等を通した健康づくりを積極的に
推進する。
・若年者の喫煙防止の啓発及び教育と禁煙支援を積極的に推進するとともに、受動喫
煙を防止するため禁煙、分煙の環境整備を推進する。
・運動習慣推進事業を実施し、町民の健康増進を図る。

平成33年度

(１)健康教育、啓発事業
委託料805千円　①運動習慣
推進事業、自主グループへ
の運動講師派遣②ｺｺﾛの健康
相談、心の健康啓発③事業
所ｱﾝｹｰﾄの実施、肺がん検診
時の禁煙啓発、小学校への
喫煙防止教育④小学1年生へ
の巡回歯科教室、集団歯科
指導、8020推進
(２)食育推進事業　委託料
609千円　男性向け料理教
室、婦人会食推部講習、母
子栄養指導、集団栄養指
導、健診事後栄養相談、
レッツ５食育、食育ボラン
ティア養成講座
(３)自殺対策事業の実施
(４)クアオルト健康ウォー
キング事業の継続、普及啓
発（健推協交付金1,200千
円）
(５)健康大学講座254千円

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

生活習慣病予防事業

・元気にいきいきと生きることを町民自ら意識できるように、各種検診を活かし、生
活習慣病の予防を自主的に行うことがでるきような支援事業を推進する。

平成33年度

・がん検診の実施、検診の
案内、重要性の啓発、個別
検診・集団検診の実施。
目標平均受診率：50％
・各種がん検診未受診者へ
の再勧奨通知
・要精密者対策の実施
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    2-2  町民主体の健康づくりと地域医療の推進 （その２）

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

事業目標
・各種団体や行事での金太
郎スタンプ押印の場の拡充
・ポイント達成者数の増加
・チャレンジシート、・
ハッピーチケット印刷
・賞品を通じた健康づくり
啓発
・参加者の生活変化把握の
ためのアンケート実施
・健康マイレージ事業の認
知度の向上

事業目標
・各種団体や行事での金太
郎スタンプ押印の場の拡充
・ポイント達成者数の増加
・チャレンジシート、・
ハッピーチケット印刷
・賞品を通じた健康づくり
啓発
・参加者の生活変化把握の
ためのアンケート実施
・健康マイレージ事業の認
知度の向上

事業費(千円) 1,151 1,151

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

保健事業に伴う管理に関す
ること：委員報酬、需用費
町有診療所の管理（借地
料）660千円
AED借り上げ料（町有２施
設、コンビニ８店舗）：
414千円
保健関係機関への負担金に
関すること：負担金7,407
千円
精神障害者医療費助成事
業：4,500千円
保健師等修学資金貸付金事
業：1,728千円

保健事業に伴う管理に関す
ること：委員報酬、需用費
町有診療所の管理（借地
料）660千円
AED借り上げ料（町有２施
設、コンビニ８店舗）：
414千円
保健関係機関への負担金に
関すること：負担金7,407
千円
精神障害者医療費助成事
業：4,500千円
保健師等修学資金貸付金事
業：1,728千円

事業費(千円) 18,156 18,156 18,156

1,151

具体的取組

保健衛生管理事業

・小学校区ごとの医療機関を継続して確保する。

平成33年度

保健事業に伴う管理に関す
ること：委員報酬、需用費
町有診療所の管理（借地
料）660千円
AED借り上げ料（町有２施
設、コンビニ８店舗）：414
千円
保健関係機関への負担金に
関すること：負担金7,407千
円
精神障害者医療費助成事
業：4,500千円
保健師等修学資金貸付金事
業：1,728千円

具体的取組

健康マイレージ事業

・町民の健康づくりや社会参加を目的として、健康マイレージ事業を実施する。

平成33年度

事業目標
・各種団体や行事での金太
郎スタンプ押印の場の拡充
・ポイント達成者数の増加
・チャレンジシート、・
ハッピーチケット印刷
・賞品を通じた健康づくり
啓発
・参加者の生活変化把握の
ためのアンケート実施
・健康マイレージ事業の認
知度の向上

【第2章  安心・安全なまち】

20



    2-2  町民主体の健康づくりと地域医療の推進 （その３）

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・1次・2次救急及び休日歯
科救急の体制整備

休日歯科診療業務委託費：
2,707千円
御殿場市救急医療ｾﾝﾀｰ運営
負担金：56,690千円
御殿場市医師会2次救急医
療業務負担金：9,275千円
広域救急事業費負担金：
783千円
公的病院等運営費補助金：
50,000千円
小児2次救急医療業務負担
金：5,021千円

・1次・2次救急及び休日歯
科救急の体制整備

休日歯科診療業務委託費：
2,707千円
御殿場市救急医療ｾﾝﾀｰ運営
負担金：56,690千円
御殿場市医師会2次救急医
療業務負担金：9,275千円
広域救急事業費負担金：
783千円
公的病院等運営費補助金：
50,000千円
小児2次救急医療業務負担
金：5,021千円

事業費(千円) 124,481 124,481

事   業   名 担当課 住民福祉課

概        要

平成31年度 平成32年度

・特定健康診査事業
５月：受診票発送
５～11月：受診勧奨
６～８月：特定健診実施
10月～：未受診者受診勧奨
１１月：追加健診実施
・特定保健指導事業
７月～：対象者の抽出、
　　　　案内状発送
７月～11月：初回面談
６か月間：個別指導、
　　　　集団指導、通信
　　　　による保健指導
１～５月：６か月経過後の
評価
・特定健診受診勧奨推進員
の配置
・糖尿病等重症化予防対策
事業の取組開始

・特定健康診査事業
５月：受診票発送
５～11月：受診勧奨
６～８月：特定健診実施
10月～：未受診者受診勧奨
１１月：追加健診実施
・特定保健指導事業
７月～：対象者の抽出、案
内状発送
７月～11月：初回面談
６か月間：個別指導、
集団指導、通信による保健
指導
１～５月：６か月経過後の
評価
・特定健診受診勧奨推進員
の配置
・糖尿病等重症化予防対策
事業の実施

事業費(千円) 28,348 28,348 28,348

124,481

具体的取組

特定健康診査等事業

・小山町国民健康保険特定健康診査等実施計画に基づき、特定健診・特定保健指導を
積極的に実施し、生活習慣病の重症化予防及び医療費適正化に努める。

平成33年度

・特定健康診査事業
５月：受診票発送
５～11月：受診勧奨
６～８月：特定健診実施
10月～：未受診者受診勧奨
１１月：追加健診実施
・特定保健指導事業
７月～：対象者の抽出、案
内状発送
７月～11月：初回面談
６か月間：個別指導、
集団指導、通信による保健
指導
１～５月：６か月経過後の
評価
・特定健診受診勧奨推進員
の配置
・糖尿病等重症化予防対策
事業の実施

具体的取組

救急医療対策事業

・御殿場市救急医療センターによる休日夜間の一次救急の継続的な確保と、二次救急
医療体制確保のために、医師会など関係機関協力のもと駿東地域における連携協働に
よる広域救急体制の充実を図る。
・駿東歯科医師会と連携し、休日の歯科診療を継続的に確保する。

平成33年度

・1次・2次救急及び休日歯
科救急の体制整備

休日歯科診療業務委託費：
2,707千円
御殿場市救急医療ｾﾝﾀｰ運営
負担金：56,690千円
御殿場市医師会2次救急医療
業務負担金：9,275千円
広域救急事業費負担金：783
千円
公的病院等運営費補助金：
50,000千円
小児2次救急医療業務負担
金：5,021千円

【第2章  安心・安全なまち】
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    2-2  町民主体の健康づくりと地域医療の推進 （その４）

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

定期的にクアオルト健康ウ
オーキングを、実施する。
新たに実践指導者４名を育
成する。

・事業費　2,687千円

定期的にクアオルト健康ウ
オーキングを、実施する。
成美、明倫、北郷地区にク
アの道を整備するととも
に、実践指導者を育成す
る。

・事業費　2,000千円

事業費(千円) 2,687 2,000 2,000

具体的取組

クアオルト健康ウオーキング推進事業

・幅広い年齢層が気軽に参加できるウオーキングを実施し、運動機能の向上や社会参
加を促すとともに、保健指導等に活用し運動習慣の向上を図る。

平成33年度

定期的にクアオルト健康ウ
オーキングを、実施する。
成美、明倫、北郷地区にク
アの道を整備するととも
に、実践指導者を育成す
る。

・事業費　2,000千円

【第2章  安心・安全なまち】
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事   業   名 担当課 介護長寿課

概        要

平成31年度 平成32年度

・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ助成
・ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ連合会等助成
・養護老人ホーム建設事業
交付金(H23～H42)
・高齢者福祉計画及び第8
期介護保険計画策定のため
の町民アンケート実施
・高齢者福祉事業（軽度生
活支援、高齢者バス定期、
2市1町共通無料券の贈呈
等）
・安心して暮らせる場の確
保等事業（特定高齢者住宅
改修費補助、寝たきり老人
援助等）
・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ及びｼﾆｱｸﾗ
ﾌﾞの会員増加に向けた協働
での取組の検討と実施
・成年後見推進事業（養成
研修、市民後見人活動支
援）
・高齢者一般調査実施事業
（ＪＡＧＥＳ）

・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ助成
・ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ連合会等助成
・養護老人ホーム建設事業
交付金(H23～H42)
・高齢者福祉計画及び第8
期介護保険計画策定
・高齢者福祉事業（軽度生
活支援、高齢者バス定期、
2市1町共通無料券の贈呈
等）
・安心して暮らせる場の確
保等事業（特定高齢者住宅
改修費補助、寝たきり老人
援助等）
・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ及びｼﾆｱｸﾗ
ﾌﾞの会員増加に向けた協働
での取組の検討と実施
・成年後見推進事業（養成
研修、市民後見人活動支
援）

事業費(千円) 42,908 40,019 40,019

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-3  高齢者福祉の推進

高齢者福祉推進事業

・各種サービス事業や生活援助事業を推進し、高齢者の元気と生きがいの創出に寄与
するとともに、シルバー人材センターや老人クラブ連合会を支援し、連携すること
で、高齢者の社会参加機会の充実を図る。

平成33年度

・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ助成
・ｼﾆｱｸﾗﾌﾞ連合会等助成
・養護老人ホーム建設事業
交付金(H23～H42)
・高齢者福祉事業（軽度生
活支援、高齢者バス定期、2
市1町共通無料券の贈呈等）
・安心して暮らせる場の確
保等事業（特定高齢者住宅
改修費補助、寝たきり老人
援助等）
・ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ及びｼﾆｱｸﾗ
ﾌﾞの会員増加に向けた協働
での取組の検討と実施
・成年後見推進事業（市民
後見人活動支援）
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事   業   名 担当課 介護長寿課

概        要

平成31年度 平成32年度

【介護予防総合事業】
・介護予防・生活支援サー
ビス事業
・一般介護予防事業
・生活支援サービス（配食
等）

【包括的支援事業】
・地域包括支援センター事
業
・生活支援体制整備事業
（協議体設置、生活支援ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置）
・認知症総合支援事業（認
知症地域支援推進員配置、
認知症カフェ設置、認知症
初期集中支援チーム配置）
・任意事業（介護用品支給
事業、ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検事業等）
・在宅医療・介護連携事業
・地域密着型サービス等整
備事業

【介護予防総合事業】
・介護予防・生活支援サー
ビス事業
・一般介護予防事業
・生活支援サービス（配食
等）

【包括的支援事業】
・地域包括支援センター事
業
・生活支援体制整備事業
（協議体設置、生活支援ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置）
・認知症総合支援事業（認
知症地域支援推進員配置、
認知症カフェ設置、認知症
初期集中支援チーム配置）
・任意事業（介護用品支給
事業、ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検事業等）
・在宅医療・介護連携事業

事業費(千円) 81,798 78,226 78,226

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-4  介護予防事業と介護給付事業の充実

地域支援事業

・住民が抱える個別の課題や地域の課題を拾い出し、解決策を検討し、生活支援コー
ディネーターを中心に地域住民や各種団体、ボランティア等と協働で問題解決を図
る。
・高齢者の生きがいと健康づくりを推進するために、ふれあい、はつらつ元気サポー
ター養成講座、介護予防教室、相談会等を実施する。
・認知症地域支援推進員を置き、認知症サポーターの養成や認知症予防教室等を実施
する。
・お達者度測定会や公民館単位での運動教室を開催し、お達者度向上を図る。

平成33年度

【介護予防総合事業】
・介護予防・生活支援サー
ビス事業
・一般介護予防事業
・生活支援サービス（配食
等）

【包括的支援事業】
・地域包括支援センター事
業
・生活支援体制整備事業
（協議体設置、生活支援ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置）
・認知症総合支援事業（認
知症地域支援推進員配置、
認知症カフェ設置、認知症
初期集中支援チーム配置）
・任意事業（介護用品支給
事業、ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検事業等）
・在宅医療・介護連携事業
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事   業   名 担当課 住民福祉課

概        要

平成31年度 平成32年度

・駿豆学園管理組合に対し
て負担金の支払い　
・委託事業により、知的、
身体、精神の障害者相談員
を配置
・障害者団体への支援
・就労支援事業所製品のPR
・給付費適正化総合支援ソ
フトオクトパスシステムの
活用
・障害者就労支援事業とし
て、福祉施設の利用券の交
付

・駿豆学園管理組合に対し
て負担金の支払い　
・委託事業により、知的、
身体、精神の障害者相談員
を配置
・障害者団体への支援
・就労支援事業所製品のPR
・給付費適正化総合支援ソ
フトオクトパスシステムの
活用
・障害者就労支援事業とし
て、福祉施設の利用券の交
付
・障害者交流事業の実施

事業費(千円) 4,550 4,928

事   業   名 担当課 住民福祉課

概        要

平成31年度 平成32年度

・地域活動支援センター事
業の実施　
・障害者相談支援事業の実
施
・小山町における障害者就
労施設等からの物品等の調
達方針を策定
・補装具等購入費扶助を実
施
・日中一時支援事業を実施

・地域活動支援センター事
業の実施　
・障害者相談支援事業の実
施
・小山町における障害者就
労施設等からの物品等の調
達方針を策定
・補装具等購入費扶助を実
施
・日中一時支援事業を実施

事業費(千円) 27,817 27,817 27,817

4,928

具体的取組

地域生活支援事業

・地域の相談支援体制を充実するため、御殿場・小山障害者自立支援協議会の体制及
び活動の充実を図る。
・障がいを持っている方に対する相談体制を強化する。
・町内の企業等を訪問し、授産所のＰＲや、障がいのある人の雇用の協力依頼を行
う。

平成33年度

・地域活動支援センター事
業の実施　
・障害者相談支援事業の実
施
・小山町における障害者就
労施設等からの物品等の調
達方針を策定
・補装具等購入費扶助を実
施
・日中一時支援事業を実施

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-5  障がい者福祉の充実

障害福祉総務事業

・障がいのある人を総合的に支援するため、障害者計画と障害福祉計画を一体的に策
定する。
・相談体制の充実を図るため、障害者相談員を配置する。

平成33年度

・駿豆学園管理組合に対し
て負担金の支払い　
・委託事業により、知的、
身体、精神の障害者相談員
を配置
・障害者団体への支援
・就労支援事業所製品のPR
・給付費適正化総合支援ソ
フトオクトパスシステムの
活用
・障害者就労支援事業とし
て、福祉施設の利用券の交
付
・障害者交流事業の実施
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    2-6  子ども・子育て支援の充実 （その１）

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・子ども子育て会議
・ファミリーサポートセン
ター事業
・子育て世代包括支援セン
ター事業（利用者支援事業
基本
型＋母子保健型）
・第２期子ども・子育て支
援事業計画策定事業(H30-
31)
・子育て支援情報冊子
「子育て支援ＢＯＯＫ」の
改訂版増刷

・子ども子育て会議
・ファミリーサポートセン
ター事業
・子育て世代包括支援セン
ター事業（利用者支援事業
基本型＋母子保健型）
・子育て支援情報冊子
「子育て支援ＢＯＯＫ」の
改訂版増刷

事業費(千円) 4,966 3,500

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・子育て支援拠点臨時職員
賃金
（各保育園支援センター）
・ぺんぎんランド講師謝礼
・子育て通信の発行
・子育て支援拠点センター
「きんたろうひろば」の運
営・維持管理(備品購入）

・子育て支援拠点臨時職員
賃金
（各保育園支援センター）
・ぺんぎんランド講師謝礼
・子育て通信の発行
・子育て支援拠点センター
「きんたろうひろば」の運
営・維持管理

事業費(千円) 19,396 19,396 19,396

3,500

具体的取組

子育て支援センター運営事業

・町内保育園・こども園で運営している地域子育て支援センター（ぺんぎんランド）
利用者及び未就学児の支援を行う。
・子育て支援を目的とした子育て支援拠点センター「きんたろうひろば」の運営、土
曜・休日保育の実施を検討する。

平成33年度

・子育て支援拠点臨時職員
賃金
（各保育園支援センター）
・ぺんぎんランド講師謝礼
・子育て通信の発行
・子育て支援拠点センター
「きんたろうひろば」の運
営・維持管理

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

子ども子育て支援事業

・小山町子ども・子育て支援事業計画に基づき、子育て支援事業を行う。
・定期的に「子ども・子育て会議」を開催し計画実施の検証を行う。
・「ファミリーサポートセンター」事業を実施する。
・「わくわくランド」事業を実施する。

平成33年度

・子ども子育て会議
・ファミリーサポートセン
ター事業
・子育て世代包括支援セン
ター事業（利用者支援事業
基本型＋母子保健型）
・子育て支援情報冊子
「子育て支援ＢＯＯＫ」の
改訂版増刷

26



    2-6  子ども・子育て支援の充実 （その２）

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

【(仮称)するがおやまこど
も園整備事業】
・修繕改築等の施設整備
（事業費調整中）

【(仮称)すがぬまこども園
整備事業】
・修繕改築等の施設整備
（事業費調整中）

【きたごうこども園】
・残地利用の整備
　１0,000千円
(舗装・概算)
※都計道の整備進捗に合わ
せる

【(仮称)新すがぬまこども
園整備事業】
・実施設計（H30繰越明許
　　　　　　35,839千円）
・防衛補助金概算要望

(仮称)するがおやまこども
園　開園

(仮称)すがぬまこども園
開園

(仮称)すばしりこども園
開園

(仮称)新すがぬまこども園
・防衛補助金申請
・施設整備

事業費(千円) - -

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

【北郷小学童】
北郷小学校放課後児童クラ
ブ施設の拡充整備
（平成３０・３１年度
　※継続費49,000千円）

【足柄小学童】
施設利用に向けて準備

事業費(千円) 34,800 10,000

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・要保護児童対策地域協議
会委員報酬
・小山町母子寡婦福祉会に
助成金交付
・児童扶養手当事務
・要保護児童専門職員の配
置

・要保護児童対策地域協議
会委員報酬
・小山町母子寡婦福祉会に
助成金交付
・児童扶養手当事務
・要保護児童専門職員の配
置

事業費(千円) 148 148 148

-

具体的取組

児童福祉対策事業

・電話・窓口など相談体制の強化・充実を図る。
・要保護児童対策地域協議会のもと、要保護児童等の支援に努める。

平成33年度

・要保護児童対策地域協議
会委員報酬
・小山町母子寡婦福祉会に
助成金交付
・児童扶養手当事務
・要保護児童専門職員の配
置

-

具体的取組

放課後児童クラブ施設整備事業

・北郷小学校及び足柄小学校放課後児童クラブの施設整備を推進する。

平成33年度

【足柄小学童】
施設利用

具体的取組

こども園整備事業

・町内全域におけるこども園化を推進し、幼児施設の環境整備を図る。

平成33年度

(仮称)新すがぬまこども園
開園

【第2章  安心・安全なまち】
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    2-6  子ども・子育て支援の充実 （その３）

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

①産前産後サポート事業・
産後ケア事業・産婦健康診
査費用助成（2回）2,160千
円（国庫補助1/2）
・保健事業委託料16,263千
円
・子育て世代包括支援セン
ターの充実
②母子保健事業の充実
・新生児聴覚スクリーニン
グ事業の継続実施
・3歳児健診　眼科検査の
継続実施208千円(リース)
③専門的な個別相談支援の
充実
・健診事後教室の充実（月
2回実施・専門職の確保）
④不妊・不育治療費助成お
よび啓発　3,523千円
⑤母子健康手帳アプリの活
用とニーズの把握

①産前産後サポート事業・
産後ケア事業・産婦健康診
査費用助成（2回）2,160千
円（国庫補助1/2）
・保健事業委託料16,263千
円
・子育て世代包括支援セン
ターの充実
②母子保健事業の充実
・新生児聴覚スクリーニン
グ事業の継続実施
・3歳児健診　眼科検査の
継続実施208千円（リー
ス）
③専門的な個別相談支援の
充実
・健診事後教室の充実（月
2回実施・専門職の確保）
④不妊・不育治療費助成お
よび啓発　3,523千円
⑤母子健康手帳アプリの活
用

事業費(千円) 22,726 22,726

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・高校生相当までの保険診
療分・入院時食事療養費を
全額負担

・高校生相当までの保険診
療分・入院時食事療養費を
全額負担

事業費(千円) 85,950 85,950 85,950

22,726

具体的取組

こども医療費助成事業

・子どもが病気やケガをした時、経済的負担を心配せず、安心して適切な医療を受け
ることができるよう、高校生相当までの医療費の無料化を継続して実施する。

平成33年度

・高校生相当までの保険診
療分・入院時食事療養費を
全額負担

具体的取組

母子保健事業

・妊娠中から出産後の子育てまで、切れ目のない相談・支援体制の強化を図る。
・乳幼児全戸訪問事業、乳幼児健診・相談等による児の健康管理と健全育成を推進
し、また支援の必要な児の早期発見体制の充実を図る。

平成33年度

①産前産後サポート事業・
産後ケア事業・産婦健康診
査費用助成（2回）2,160千
円（国庫補助1/2）
・保健事業委託料16,263千
円
・子育て世代包括支援セン
ターの充実
②母子保健事業の充実
・新生児聴覚スクリーニン
グ事業の継続実施
・3歳児健診　眼科検査の継
続実施208千円（リース）
③専門的な個別相談支援の
充実
・健診事後教室の充実（月2
回実施・専門職の確保）
④不妊・不育治療費助成お
よび啓発　3,523千円
⑤母子健康手帳アプリの活
用

【第2章  安心・安全なまち】
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    2-6  子ども・子育て支援の充実 （その４）

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・９月までは昨年度どお
り。１０月以降、３歳から
５歳：無料、０歳から２歳
児：保育園に通園する第２
子の保育料を半額とし、第
３子以降の保育料を無料と
する。

【軽減実施による保育料の
差額】（見込み:H30ベー
ス）
（軽減前）
保育料　　　 135,952,800
円
幼稚園保育料  15,985,200
円
（軽減後）
保育料　　    53,942,700
円
幼稚園保育料　 4,113,000
円
（町負担分）
国、県の負担金が確定しな
いため算定不能

３歳から５歳：無料、０歳
から２歳児：保育園に通園
する第２子の保育料を半額
とし、第３子以降の保育料
を無料とする。

【軽減実施による保育料の
差額】（見込み:H30ﾍﾞｰｽ）
（軽減前）
保育料　　　 135,952,800
円
幼稚園保育料  15,985,200
円
（軽減後）
保育料　　    34,219,200
円
幼稚園保育料　
　　　　 0円
（町負担分）
国、県の負担金が確定しな
いため算定不能

事業費(千円) - - -

具体的取組

保育料助成事業

・幼稚園に通園する第２子以降の保育料を無料とする。（年齢制限はなし）
・保育園に通園する第２子の保育料を半額とし、第３子以降の保育料を無料とする。
（年齢制限はなし）

平成33年度

３歳から５歳：無料、０歳
から２歳児：保育園に通園
する第２子の保育料を半額
とし、第３子以降の保育料
を無料とする。

【軽減実施による保育料の
差額】（見込み:H30ﾍﾞｰｽ）
（軽減前）
保育料　　　 135,952,800
円
幼稚園保育料  15,985,200
円
（軽減後）
保育料　　    34,219,200
円
幼稚園保育料　
　　　　 0円
（町負担分）
国、県の負担金が確定しな
いため算定不能

【第2章  安心・安全なまち】
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    2-7  災害に強いまちづくり （その１）

事   業   名 担当課 防災課

概        要

平成31年度 平成32年度

・必要に応じて水防協議会
を開催し、常に水防計画が
的確なものとなるよう見直
しする。
・6月の「土砂災害に対す
る防災訓練」を成美地区を
モデル地区として実施する
とともに、消防団、自主防
災会等を含めた水防訓練を
実施する。
・雨量計を適切に運用す
る。

・必要に応じて水防協議会
を開催し、常に水防計画が
的確なものとなるよう見直
しする。
・6月の「土砂災害に対す
る防災訓練」に併せて、消
防団、自主防災会等を含め
た水防訓練を実施する。
・雨量計を適切に運用す
る。

事業費(千円) 204 204

事   業   名 担当課 防災課

概        要

平成31年度 平成32年度

・防災会議を開催し、地域
防災計画の見直しを行う。
・防災資機材、備蓄食料、
避難所用消耗品及び災害対
策用備品
の充実を図る。
・家庭内家具転倒防止及び
防災
ベッド事業を実施する。
・東京オリンピック・パラ
リンピック大会開催に向け
てテロ対策の体制を整備す
る。

・防災会議を開催し、地域
防災計画の見直しを行う。
・防災資機材、備蓄食料、
避難所用消耗品及び災害対
策用備品
の充実を図る。
・家庭内家具転倒防止及び
防災
ベッド事業を実施する。
・防災倉庫を設置する。
・東京オリンピック・パラ
リンピック大会開催に向け
てテロ対策の体制を整備す
る。

事業費(千円) 19,742 35,285 19,742

204

具体的取組

地震対策事業

・防災会議を開催し、静岡県が制定した第4次地震被害想定に対応した地域防災計画
の見直しや、町民の生命・財産を保護するための防災訓練（富士山噴火を想定した避
難訓練を含む）、家庭内防災対策事業の実施、防災用品の購入等により災害に強い町
づくりを推進する。

平成33年度

・防災会議を開催し、地域
防災計画の見直しを行う。
・防災資機材、備蓄食料、
避難所用消耗品及び災害対
策用備品
の充実を図る。
・家庭内家具転倒防止及び
防災
ベッド事業を実施する。

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

水防事業

・河川の洪水等による水害を警戒・防御し、これによる被害の軽減及び町民の生命・
財産を保護するため、地域防災計画及び水防計画に基づき、水防協議会の運営、水防
計画の見直し及び水防訓練を実施して、防災力の強化を図る。

平成33年度

・必要に応じて水防協議会
を開催し、常に水防計画が
的確なものとなるよう見直
しする。
・6月の「土砂災害に対する
防災訓練」に併せて、消防
団、自主防災会等を含めた
水防訓練を実施する。
・雨量計を適切に運用す
る。
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    2-7  災害に強いまちづくり （その２）

事   業   名 担当課 防災課

概        要

平成31年度 平成32年度

・防災講演会を実施する。
・自主防災会へ防災資機材
等購入に対して引き続き補
助金を交付する。
・作成した地区防災計画に
より避難所運営訓練を支援
する。
・自主防災リーダー研修会
を実施する。
・防災士スキルアップ講座
を実施する。

・防災講演会を実施する。
・自主防災会へ防災資機材
等購入に対して引き続き補
助金を交付する。
・作成した地区防災計画に
より避難所運営訓練を支援
する。
・自主防災リーダー研修会
を実施する。
・防災士スキルアップ講座
を実施する。

事業費(千円) 3,509 3,509

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

河川施設の維持管理として
改修工事及び維持工事を適
切に実施し、災害防止対策
と施設の長寿命化を図る。

・河川維持工事
　金時川（桑木）
　小山佐野川（用沢）
　遠茂白川（柳島）
　西沢川（生土）
・河川改修工事
　精進川支川（須走）

河川施設の維持管理として
改修工事及び維持工事を適
切に実施し、災害防止対策
と施設の長寿命化を図る。

・河川維持工事
　精進川（須走）
　大沢川（小山）

事業費(千円) 71,158 5,000

事   業   名 担当課 建設課

概        要

平成31年度 平成32年度

急傾斜地崩壊防止対策事業
の実施により、急傾斜地指
定区域における土砂災害の
防止に努める。

・竹之下神田急傾斜地崩壊
防止工事(竹之下)

・急傾斜地測量設計業務委
託（町内）

急傾斜地崩壊防止対策事業
の実施により、急傾斜地指
定区域における土砂災害の
防止に努める。

・急傾斜地崩壊防止工事
(町内)

事業費(千円) 50,404 41,000 41,000

5,000

具体的取組

急傾斜地崩壊防止事業

・急傾斜地指定区域の保全を踏まえた計画的な崩壊防止対策事業を行う。

平成33年度

急傾斜地崩壊防止対策事業
の実施により、急傾斜地指
定区域における土砂災害の
防止に努める。

・急傾斜地崩壊防止工事
（町内）

3,509

具体的取組

普通河川維持管理事業

・町管理である普通河川における清流の保全を図るため、計画的な維持管理事業を実
施する。

平成33年度

河川施設の維持管理として
改修工事及び維持工事を適
切に実施し、災害防止対策
と施設の長寿命化を図る。

・河川維持工事
　兎沢川（菅沼）
　頓沢川（生土）

具体的取組

自主防災推進事業

・地域防災計画に基づき、地域の防災力向上を図るための自主防災組織の意義を強調
し、地域の実状に応じた組織を育成するとともに防災資機材等の整備について助成を
行う。

平成33年度

・防災講演会を実施する。
・自主防災会へ防災資機材
等購入に対して引き続き補
助金を交付する。
・作成した地区防災計画に
より避難所運営訓練を支援
する。
・自主防災リーダー研修会
を実施する。
・防災士スキルアップ講座
を実施する。
・防災士養成講座を開催す
る。

【第2章  安心・安全なまち】
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    2-7  災害に強いまちづくり （その３）

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・森林管理署や静岡県の治
山事業について、地元調整
を実施する。

・山地強靭化総合対策協議
会にて町内５地区で体験施
工を実施し、山林所有者等
へ技術提供を行う。また、
森林保全に必要な原材料費
の提供を行う。

・森林管理署や静岡県の治
山事業について、地元調整
を実施する。

・山地強靭化総合対策協議
会にて町内５地区で体験施
工を実施し、山林所有者等
へ技術提供を行う。また、
森林保全に必要な原材料費
の提供を行う。

事業費(千円) 2,316 2,316

事   業   名 担当課 健康増進課

概        要

平成31年度 平成32年度

(１)救護所設備の充実　
・救護所用医薬品　14千円
・救護所用エマジン詰替
(外科手術セット)・滅菌
573千円
(２)　平常時の準備体制の
充実
①　医療救護計画や災害時
健康支援マニュアルの見直
し
②訓練及び知識啓発
・医療救護訓練年1回
・町防災訓練等での知識啓
発
・県ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ訓練参加
・訓練用消耗品　11千円
③人材育成
・災害医療従事者研修会45
千円
④資機材の確保体制の充実
・救護活動消耗品　108千
円
・県医薬品備蓄ｾﾝﾀｰ運営費
負担金　36千円
・救護所用資器材の見直し

(１)救護所設備の充実　
・救護所用医薬品　14千円
・救護所用エマジン詰替
(外科手術セット)・滅菌
573千円
(２)　平常時の準備体制の
充実
①　医療救護計画や災害時
健康支援マニュアルの見直
し
②訓練及び知識啓発
・医療救護訓練年1回
・町防災訓練等での知識啓
発
・県ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ訓練参加
・訓練用消耗品　11千円
③人材育成
・災害医療従事者研修会45
千円
④資機材の確保体制の充実
・救護活動消耗品　108千
円
・県医薬品備蓄ｾﾝﾀｰ運営費
負担金　36千円
・救護所用資器材の見直し

事業費(千円) 741 741 741

2,316

具体的取組

災害時医療救護対策事業

・県が実施する訓練への参加や、関係機関と連携した医療救護訓練を実施する。
・災害に備え、医療救護関係資機材の点検・補充及び充実を図る。

平成33年度

(１)救護所設備の充実　
・救護所用医薬品　14千円
・救護所用エマジン詰替(外
科手術セット)・滅菌　573
千円
(２)　平常時の準備体制の
充実
①　医療救護計画や災害時
健康支援マニュアルの見直
し
②訓練及び知識啓発
・医療救護訓練年1回
・町防災訓練等での知識啓
発
・県ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ訓練参加
・訓練用消耗品　11千円
③人材育成
・災害医療従事者研修会45
千円
④資機材の確保体制の充実
・救護活動消耗品　108千円
・県医薬品備蓄ｾﾝﾀｰ運営費
負担金　36千円
・救護所用資器材の見直し

具体的取組

治山事業総務事業

・森林と清流の保全を踏まえた計画的な治山治水整備を行う

平成33年度

・森林管理署や静岡県の治
山事業について、地元調整
を実施する。

・山地強靭化総合対策協議
会にて町内５地区で体験施
工を実施し、山林所有者等
へ技術提供を行う。また、
森林保全に必要な原材料費
の提供を行う。

【第2章  安心・安全なまち】
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事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・青色回転灯装着車両によ
る防犯パトロールを実施す
る。
・LED防犯灯の設置事業の
継続　設置予定20灯
・LED防犯灯リース料の支
払い
・振り込め詐欺対策の啓発
・振り込め詐欺対策機器の
普及
・町内の必要な個所への防
犯カメラの設置。
・オリンピック・パラリン
ピックの防犯対策の対応

・青色回転灯装着車両によ
る防犯パトロールを実施す
る。
・LED防犯灯の設置事業の
継続　設置予定20灯
・LED防犯灯リース料の支
払い
・振り込め詐欺対策の啓発
・振り込め詐欺対策機器の
普及
・町内の必要な個所への防
犯カメラの設置。
・オリンピック・パラリン
ピックの防犯対策の対応

事業費(千円) 6,717 6,717

事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・交通安全対策協議会（交
通安全運動）の開催
・交通災害共済加入促進
・交通安全教室の開催
・交通安全指導員設置費負
担金　
・高齢ドライバーに対する
安全運転講習会を開催す
る。
・運転免許証自主返納支援
事業の実施

・交通安全対策協議会（交
通安全運動）の開催
・交通災害共済加入促進
・交通安全教室の開催
・交通安全指導員設置費負
担金　
・高齢ドライバーに対する
安全運転講習会を開催す
る。
・運転免許証自主返納支援
事業の実施

事業費(千円) 4,476 4,476 4,476

6,717

具体的取組

交通安全推進事業

・交通安全意識啓発事業として、警察、区長会などと連携し、町民や町外ドライバー
に対する啓発活動を実施する。また、特に幼児や高齢者に対する交通安全教育の充実
を図る。

平成33年度

・交通安全対策協議会（交
通安全運動）の開催
・交通災害共済加入促進
・交通安全教室の開催
・交通安全指導員設置費負
担金　
・高齢ドライバーに対する
安全運転講習会を開催す
る。
・運転免許証自主返納支援
事業の実施

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-8  交通事故・犯罪のないまちづくり

防犯推進事業

・生活安全環境の整備や指導に努める。
・暴力を追放するための必要な措置、町民等に対する支援を行う。
・危険な空き家等の所有者等に対し、助言・指導、勧告、支援、命令、公表、代執行
を行う。
・区長会と連携を図り防犯灯のＬＥＤ化を進め、夜間の犯罪を未然に防止するととも
に、経費の節減を図る。

平成33年度

・青色回転灯装着車両によ
る防犯パトロールを実施す
る。
・LED防犯灯の設置事業の継
続　設置予定20灯
・LED防犯灯リース料の支払
い
・振り込め詐欺対策の啓発
・振り込め詐欺対策機器の
普及
・町内の必要な個所への防
犯カメラの設置。
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事   業   名 担当課 小山消防署

概        要

平成31年度 平成32年度

・消防団の訓練・災害出動
・災害予防活動
・消防団員の安全装備の拡
充
・消防団員の年報酬や出動
に係る費用弁償の支給
・消防団運営経費の管理
・駿東支部消防操法大会へ
の参加
・各種行事及びイベントで
の団員募集と広報活動の実
施

・消防団の訓練・災害出動
・災害予防活動
・消防団員の安全装備の拡
充
・消防団員の年報酬や出動
に係る費用弁償の支給
・消防団運営経費の管理
・小山町消防操法大会の実
施
・消防団家族慰安会
・各種行事及びイベントで
の団員募集と広報活動の実
施
・東京2020オリンピック・
パラリンピックにおけるボ
ランティア等協力（予定）

事業費(千円) 37,237 37,237 37,237

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-9  消防・救急対策の推進

消防団運営事業

・消防団の安全装備品や資機材の整備を行う。
・駿東支部消防操法大会への参加を支援する。
・消防団による出動（放水訓練・警戒出動・災害出動）等費用弁償、各種交付金・負
担金の支払いを行う。
・消防団員による火災予防・地域防災に関する広報啓発活動を推進し、活動に必要な
被服等を貸与する。

平成33年度

・消防団の訓練・災害出動
・災害予防活動
・消防団員の安全装備の拡
充
・消防団員の年報酬や出動
に係る費用弁償の支給
・消防団運営経費の管理
・駿東支部消防操法大会へ
の参加
・各種行事及びイベントで
の団員募集と広報活動の実
施
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事   業   名 担当課 くらし安全課

概        要

平成31年度 平成32年度

・消費生活相談員を配置
し、架空請求・不当請求・
ネット関連等複雑化する消
費者トラブルの相談に対応
する。
・ふれあいサロン等にて消
費者教育の出前講座を開催
する。
・小山高校３年生対象の出
前講座を開催する。
・消費者教育推進計画を策
定し、消費者教育推進地域
協議会を立ち上げる。

・消費生活相談員を配置
し、架空請求・不当請求・
ネット関連等複雑化する消
費者トラブルの相談に対応
する。
・ふれあいサロン等にて消
費者教育の出前講座を開催
する。
・小山高校３年生対象の出
前講座を開催する。
・消費者教育推進計画に基
づき、様々な年代層に対し
て消費者教育をより一層推
進する。

事業費(千円) 2,960 2,960 2,960

具体的取組

【第2章  安心・安全なまち】

    2-10  消費者教育の推進

消費者行政事業

・相談員の育成強化を通して相談体制の質の向上と消費生活センターの充実を図る。
（消費生活センター充実事業）
・消費者の安全、安心確保に向けた取組を強力かつ安定的に支援するため国からの交
付金を活用する。（地方消費者行政推進事業）
・町民が消費者被害にあわないために小山町消費生活センターの出前講座などによ
り、消費者教育の推進を図る。（消費者教育の推進事業）

平成33年度

・消費生活相談員を配置
し、架空請求・不当請求・
ネット関連等複雑化する消
費者トラブルの相談に対応
する。
・ふれあいサロン等にて消
費者教育の出前講座を開催
する。
・小山高校３年生対象の出
前講座を開催する。
・消費者教育推進計画に基
づき、様々な年代層に対し
て消費者教育をより一層推
進する。
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    3-1  心豊かな生涯学習の推進 （その１）

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・ボランティア支援セン
ターにおいて講師の確保と
派遣を実施
・NPO法人の設立、運営等
に関する支援、NPO交流大
会を実施
・NPO支援室の充実
・臨時職員を採用し積極的
な社会教育事業の推進
・金太郎教室を実施
・家庭教育支援の充実
・町内小学校で学校応援ボ
ランティアを実施

・ボランティア支援セン
ターにおいて講師の確保と
派遣を実施
・NPO法人の設立、運営等
に関する支援、NPO交流大
会を実施
・NPO支援室の充実
・臨時職員を採用し積極的
な社会教育事業の推進
・金太郎教室を実施
・家庭教育支援の充実
・町内小学校で学校応援ボ
ランティアを実施

事業費(千円) 12,566 12,566

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・町民講座、ふるさと発見
講座等の教養講座を開催
（富士山学習含む）
・子ども向け事業を開催
・生涯学習推進講演会を開
催
・教室や団体の発表の場と
して「町民文化祭」、「生
涯学習フェスティバル」を
開催
・勝央町との文化交流事業
を実施
・宝くじ文化公演事業の実
施（岡村孝子）

・町民講座、ふるさと発見
講座等の教養講座を開催
（富士山学習含む）
・子ども向け事業を開催
・生涯学習推進講演会を開
催
・教室や団体の発表の場と
して「町民文化祭」、「生
涯学習フェスティバル」を
開催
・姉妹市町等との文化交流
事業を実施

事業費(千円) 3,570 3,570 3,570

12,566

具体的取組

生涯学習推進事業

・指定管理者と連携し、町民ニーズに応えた多彩な事業を実施する。
・各種教室、講演会、発表会等の生涯学習機会の充実を図る。

平成33年度

・町民講座、ふるさと発見
講座等の教養講座を開催
（富士山学習含む）
・子ども向け事業を開催
・生涯学習推進講演会を開
催
・教室や団体の発表の場と
して「町民文化祭」、「生
涯学習フェスティバル」を
開催
・姉妹市町等との文化交流
事業を実施

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

社会教育総務事業

・学校応援ボランティア事業の推進を図る。
・ＮＰＯ支援室により、各種団体等の活動支援や育成を行う。
・社会教育委員、社会教育指導員、学校支援活動等コーディネーターを置き、社会教
育の推進を図る。

平成33年度

・ボランティア支援セン
ターにおいて講師の確保と
派遣を実施
・NPO法人の設立、運営等に
関する支援、NPO交流大会を
実施
・NPO支援室の充実
・臨時職員を採用し積極的
な社会教育事業の推進
・金太郎教室を実施
・家庭教育支援の充実
・町内小学校で学校応援ボ
ランティアを実施
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    3-1  心豊かな生涯学習の推進 （その２）

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・ブックスタート、セカン
ドブック事業
・読書通帳の配布及び販売
・『小山町の図書館』を刊
行
・図書館ボランティアによ
る活動を支援
・読書活動推進事業を実施
（選書ツアー等）

・ブックスタート、セカン
ドブック事業
・読書通帳の配布及び販売
・『小山町の図書館』を刊
行
・図書館ボランティアによ
る活動を支援
・読書活動推進事業を実施
（選書ツアー等）
・町史デジタル化（２巻）
[280万円]
・室内灯のLED化（県市町
村振興協会交付金使用）

事業費(千円) 473 7,334 3,334

具体的取組

図書館管理運営事業

・子どものころから読書の習慣を身に付けるよう、おはなしの会などを充実させると
ともに、ブックスタート、セカンドブック事業を実施する。
・町に関係する蔵書の充実を図る。
・読書機会の提供を進め、読書人口の拡大に努める。

平成33年度

・ブックスタート、セカン
ドブック事業
・読書通帳の配布及び販売
・『小山町の図書館』を刊
行
・図書館ボランティアによ
る活動を支援
・読書活動推進事業を実施
（選書ツアー等）
・町史デジタル化（３巻）
[280万円]

※ブックスタート
生後５、６か月児とその保
護者を対象にH16から開始。
絵本を手渡し、本への関わ
りの第１歩としている。
※セカンドブック
年長児を対象にブックス
タートのフォローアップと
してH23から実施。絵本を配
布している。

【第3章  いきいきとしたまち】
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事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・町文化財保護審議会を開
催
・「町民講座」や「ふるさ
と発見講座」において文化
財に関する教養講座を開催
・文化財等修繕の実施
・文化財等解説冊子作成
（足柄）
・森村橋の修景・復原事業
・森村橋の橋体意匠工事
・森村橋の橋詰広場・駐車
場工事
・森村橋復原工事報告書作
成業務委託
・森村市左衛門銅像設置
・森村橋周辺サイン整備
・安田コレクション修復

・町文化財保護審議会を開
催
・「町民講座」や「ふるさ
と発見講座」において文化
財に関する教養講座を開催
・文化財等修繕の実施
・文化財等解説冊子作成
（須走）
・森村橋復原工事報告書刊
行（500万円）

事業費(千円) 221,104 6,065

事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・青少年問題協議会や青少
年補導員会を開催
・青少年に関わる団体（竹
之下太鼓、大富士公時太鼓
保存会、小山町子ども会育
成連合会等）への助成、支
援
・成人式の開催
・中学生ボランティア活動
を実施
・中学生の職場体験（町内
の中学２年生全員）の事業
所斡旋と調整
・小中学校芸術鑑賞会を支
援（バス借上げ）
・同窓会への助成事業を実
施
・通学合宿の実施
・ふるさと金太郎博士事業
の実施と充実

・青少年問題協議会や青少
年補導員会を開催
・青少年に関わる団体（竹
之下太鼓、大富士公時太鼓
保存会、小山町子ども会育
成連合会等）への助成、支
援
・成人式の開催
・中学生ボランティア活動
を実施
・中学生の職場体験（町内
の中学２年生全員）の事業
所斡旋と調整
・小中学校芸術鑑賞会を支
援（バス借上げ）
・同窓会への助成事業を実
施
・通学合宿の実施
・ふるさと金太郎博士事業
の実施と充実

事業費(千円) 3,624 3,624 3,624

1,065

具体的取組

青少年健全育成事業

・各種機関と連携し、健全な青少年の育成を図るため、地域活動への参加等の情報提
供や各種支援を行うとともに、職場体験などの各種事業を推進する。
・ふるさと金太郎博士事業を実施し、地域行事への参加、地域と関わる活動を通じ
て、ふるさとを愛する心を育て、地域の将来を担う人材の育成を目指す。また社会総
がかりで子供を育て、今を生きる子どもたちの体験を増やし、人と関わることで人間
力を強くする。

平成33年度

・青少年問題協議会や青少
年補導員会を開催
・青少年に関わる団体（竹
之下太鼓、大富士公時太鼓
保存会、小山町子ども会育
成連合会等）への助成、支
援
・成人式の開催
・中学生ボランティア活動
を実施
・中学生の職場体験（町内
の中学２年生全員）の事業
所斡旋と調整
・小中学校芸術鑑賞会を支
援（バス借上げ）
・同窓会への助成事業を実
施
・通学合宿の実施
・ふるさと金太郎博士事業
の実施と充実

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-2  地域文化の振興と健全な青少年の育成

文化財事業

・文化財的な価値のあるものを調査し、町指定文化財などへ指定し文化財の周知、活
用及び保全を推進する。
・文化財や伝統文化に関する事業を開催し、文化財等への関心を高める。

平成33年度

・町文化財保護審議会を開
催
・「町民講座」や「ふるさ
と発見講座」において文化
財に関する教養講座を開催
・文化財等修繕の実施
・文化財等解説冊子作成
（北郷）
・新規指定文化財の調査、
指定
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事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・スポーツイベント推進委
員会開催
・スポーツイベントである
4事業（町民体育大会、市
町対抗駅伝競走大会、町内
一周駅伝、富士マラソン
フェスタ）の支援
・レクスポ大会等を開催
・全国大会等出場者奨励
・各種スポーツ団体への助
成、支援
・東海四県スポーツ推進委
員研修参加（奇数年度）

・スポーツイベント推進委
員会開催
・スポーツイベントである
4事業（町民体育大会、市
町対抗駅伝競走大会、町内
一周駅伝、富士マラソン
フェスタ）の支援
・レクスポ大会等を開催
・全国大会等出場者奨励
・各種スポーツ団体への助
成、支援
・スポーツ推進委員ユニ
フォーム更新（偶数年度）

事業費(千円) 16,707 16,707 16,707

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-3  スポーツ・レクリエーション活動の振興

社会体育振興事業

・ＮＰＯ法人小山町体育協会、指定管理者と連携し、町民のニーズに応えたスポーツ
教室・大会等を開催し、町民の健康増進を図る。

平成33年度

・スポーツイベント推進委
員会開催
・スポーツイベントである4
事業（町民体育大会、市町
対抗駅伝競走大会、町内一
周駅伝、富士マラソンフェ
スタ）の支援
・レクスポ大会等を開催
・全国大会等出場者奨励
・各種スポーツ団体への助
成、支援
・東海四県スポーツ推進委
員研修参加（奇数年度）
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事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・授業アドバイザーの配置
・総括支援員の配置
・各種委員報酬
・姉妹町等富士山交流事業
(勝央町、福知山市、北茨
城市、三木市、島原市）
・福知山市鬼伝説交流事業
(30年度から持越)
・学校施設長寿命化計画策
定
・平和教育生徒派遣事業の
実施

・授業アドバイザーの配置
・総括支援員の配置
・各種委員報酬
・姉妹町等富士山交流事業
(勝央町、福知山市、北茨
城市、三木市、島原市）
・平和教育生徒派遣事業の
実施

事業費(千円) 15,988 10,855

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・こども相談員配置（２
人）
（小学校１人・中学校１
人）

・こども相談員配置（２
人）
（小学校１人・中学校１
人）

事業費(千円) 3,037 3,037

事   業   名 担当課 こども育成課

概        要

平成31年度 平成32年度

・臨床心理士による巡回相
談（年間35回）
・御殿場特別支援学校教育
振興会助成（近隣市町が助
成）
・教育講演会及びカウンセ
リング講座講師謝礼
・事務費
・特別支援教育研修会講師
謝礼
・専門調査員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修
講師謝礼
・臨床心理士相談業務
・言語聴覚士相談業務

・臨床心理士による巡回相
談（年間35回）
・御殿場特別支援学校教育
振興会助成（近隣市町が助
成）
・教育講演会及びカウンセ
リング講座講師謝礼
・事務費
・特別支援教育研修会講師
謝礼
・専門調査員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修
講師謝礼
・臨床心理士相談業務
・言語聴覚士相談業務

事業費(千円) 2,948 2,948 2,948

3,037

具体的取組

特別支援教育事業

・各学校に支援員を配置し、特別支援教育の充実を図る。
・就学指導員を配置し、特別支援のケースなどに対応する。

平成33年度

・臨床心理士による巡回相
談（年間35回）
・御殿場特別支援学校教育
振興会助成（近隣市町が助
成）
・教育講演会及びカウンセ
リング講座講師謝礼
・事務費
・特別支援教育研修会講師
謝礼
・専門調査員ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修講
師謝礼
・臨床心理士相談業務
・言語聴覚士相談業務

10,855

具体的取組

こども相談事業

・子育てに悩む保護者等に対し、相談体制の充実を図る。
・こども相談員を２人配置し、小中学校を巡回し、児童及び生徒の状態を把握すると
ともに、保護者等からの相談を受け、適切な指導を行う。

平成33年度

・こども相談員配置（２
人）
（小学校１人・中学校１
人）

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-4  生きる力を育む学校教育の充実

事務局事務事業

・小山町教育振興基本計画に基づき、一人ひとりの個性を大切にした教育を推進する
とともに、児童生徒の学力向上のため、教職員に対し、授業アドバイザー・専門監・
指導主事の指導を推進する。
・学校施設の長寿命化計画を策定する。

平成33年度

・授業アドバイザーの配置
・総括支援員の配置
・各種委員報酬
・姉妹町等富士山交流事業
(勝央町、福知山市、北茨城
市、三木市、島原市）
・平和教育生徒派遣事業の
実施
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事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・姉妹都市等との祭り等交
流の実施（岡山県勝央町・
京都府福知山市）
・民間交流の実施（内容未
定）
・中国浙江省海寧市との友
好交流の継続
・台湾嘉義市との友好交流
を図る
・小山町国際友好協会にお
いて、英語弁論大会、世界
の料理教室等の開催
・ミッション市の学生受け
入れ
・小山町からミッション市
へホームステイ

・姉妹都市等との祭り等交
流の実施（岡山県勝央町・
京都府福知山市）
・民間交流の実施（内容未
定）
・ミッション市公式訪問団
受入
・中国浙江省海寧市との友
好交流の継続
・小山町国際友好協会にお
いて、英語弁論大会、世界
の料理教室等の開催
・ミッション市の学生受け
入れ
・小山町からミッション市
へホームステイ

事業費(千円) 5,506 6,000 7,227

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-5  地域間交流・国際交流の推進

国際交流・姉妹都市交流事業

・国際姉妹都市との交流を深めることにより、国際的視野を持てる子どもたちの語学
力等の向上を図る。
・姉妹都市との交流活動等を行うことにより、文化・観光交流等を促進・展開する。

平成33年度

・姉妹都市等との祭り等交
流の実施（岡山県勝央町・
京都府福知山市）
・民間交流の実施（内容未
定）
・ミッション市への公式訪
問団の派遣
・中国浙江省海寧市との友
好交流の継続
・小山町国際友好協会にお
いて、英語弁論大会、世界
の料理教室等の開催
・ミッション市の学生受け
入れ
・小山町からミッション市
へホームステイ
・青少年民族芸術団の講演
会開催
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事   業   名 担当課 生涯学習課

概        要

平成31年度 平成32年度

・男女共同参画推進委員会
開催
・男女共同参画講演会を開
催
・県主催の職員研修に参加
・第４次小山町男女共同参
画社会づくり行動計画の進
行管理
・「男女共同参画社会づく
り宣言」を行う事業所の増
加

・男女共同参画推進委員会
開催
・男女共同参画講演会を開
催
・県主催の職員研修に参加
・第４次小山町男女共同参
画社会づくり行動計画の進
行管理
・企業アンケートを実施
（隔年）
・企業アンケートの結果の
リーフレット作成及び配布
・「男女共同参画社会づく
り宣言」を行う事業所の増
加

事業費(千円) 113 113 113

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-6  誰もが活躍できる男女共同参画の推進

男女共同参画推進事業

・男女共同参画社会づくり行動計画を、町民や時代のニーズ等に則した内容で改定・
推進することで、町民の男女共同参画に対する意識の醸成を図る。
・講演会、研修会を開催し、男女共同参画の推進を図る。

平成33年度

・男女共同参画推進委員会
開催
・男女共同参画講演会を開
催
・県主催の職員研修に参加
・第４次小山町男女共同参
画社会づくり行動計画の進
行管理
・「男女共同参画社会づく
り宣言」を行う事業所の増
加
・第５次小山町男女共同参
画社会づくり行動計画の策
定（H34～38年度）
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    3-7  三来拠点事業の推進 （その１）

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・町内工場立地概要調査
・企業誘致活動
・企業立地市町連絡会、富
士山麓ビジネスマッチング
事業への参画
・無料職業紹介事業の実施
・富士小山工業団地等排水
管の管理
・地域産業立地事業費補助
金
　【４億円(県1/2、町1/2)
×1社分】
・三来拠点事業バスツアー
の開催

・町内工場立地概要調査
・企業誘致活動
・企業立地市町連絡会、富
士山麓ビジネスマッチング
事業への参画
・無料職業紹介事業の実施
・富士小山工業団地等排水
管の管理
・地域産業立地事業費補助
金
　【４億円(県1/2、町1/2)
×５社分】
・三来拠点事業バスツアー
の開催

事業費(千円) 407,780 2,002,174

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・太陽光発電事業の地権者
協議会の運営
・三来拠点事業関連地権者
組織の助成、運営
・小学生対象の環境学習の
実施

※アグリインダストリーエ
リアは、経営体育成基盤整
備事業（県営畑地帯総合整
備事業）

・太陽光発電事業の地権者
協議会の運営
・三来拠点事業関連地権者
組織の助成、運営
・小学生対象の環境学習の
実施

※アグリインダストリーエ
リアは、経営体育成基盤整
備事業（県営畑地帯総合整
備事業）

事業費(千円) 30,840 30,840

具体的取組

未来拠点事業

・ふじのくにフロンティア推進区域の事業早期完了に向け、各推進区域の円滑な事業
実施を図る。
・推進区域事業を持続的かつ効果的な取組とするため、関係機関及び地域住民等との
連絡調整並びに施策間連携を推進する。

平成33年度

・太陽光発電事業の地権者
協議会の運営
・三来拠点事業関連地権者
組織の助成、運営
・小学生対象の環境学習の
実施

※アグリインダストリーエ
リアは、経営体育成基盤整
備事業（県営畑地帯総合整
備事業）

2,002,174

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

企業立地推進事業

・企業誘致の推進にあたり、労働力の確保等、企業が抱える課題に的確に対応する。
・企業立地に際し、用地取得に要した経費の一部を補助する小山町地域産業立地支援
事業を実施する。
・町内企業への情報提供、及びビジネスマッチング・コーディネイトの促進を目的と
する富士山麓ビジネスマッチング促進事業を推進する。

平成33年度

・町内工場立地概要調査
・企業誘致活動
・企業立地市町連絡会、富
士山麓ビジネスマッチング
事業への参画
・無料職業紹介事業の実施
・富士小山工業団地等排水
管の管理
・地域産業立地事業費補助
金
　【４億円(県1/2、町1/2)
×５社分】
・三来拠点事業バスツアー
の開催

30,840
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    3-7  三来拠点事業の推進 （その２）

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・造成工事竣工
・分譲開始
・地区計画策定
・事業特別会計清算
　（起債償還等）
・利便施設（商業施設）の
計画策定
・認定こども園建設

・認定こども園開設
・商業等施設の建設

事業費(千円) 2,300,200 -

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・造成工事着手
・工事監理
・水文調査
・配水管設計

・造成工事
・工事監理
・地区計画検討

事業費(千円) 98,200 19,000

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・施設運営委託
・売熱事業に関する設計
・地域新電力事業の検討
・起債償還
　9,966千円

・施設運営委託
・売熱事業に関する配管工
事
・地域新電力事業の検討
・起債償還
　11,632千円

事業費(千円) 58,602 98,402

事   業   名 担当課 未来拠点課

概        要

平成31年度 平成32年度

・造成工事実施
・工事監理
・用地買収、補償

・造成工事実施
・工事監理
・確定測量
・登記申請
・建築工事の着手

事業費(千円) 617,200 50,240 2,047,440

60,970

具体的取組

小山ＰＡ周辺開発事業

・モータースポーツ関連産業の集積等を行い、町の玄関口にふさわしい整備を推進す
る。

平成33年度

・施設の一部営業開始
・特別会計の清算

77,000

具体的取組

木質バイオマス発電事業

・木質バイオマス発電事業による再生可能エネルギーの利用促進を図る。

平成33年度

・施設運営委託
・売熱事業開始
・地域新電力事業の開始
・起債償還
　11,632千円

具体的取組

上野工業団地造成事業

・三来拠点事業における湯船原地区のうち、上野工業団地において町の工業団地造成
事業を実施する。

平成33年度

・造成工事完了
・確定測量
・登記申請
・分譲開始
・地区計画策定

-

【第3章  いきいきとしたまち】

具体的取組

新産業集積エリア造成事業

・三来拠点事業における湯船原地区のうち、新産業集積エリアにおいて町の工業団地
造成事業を実施する。

平成33年度
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    3-8  活気ある農業の振興 （その１）

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・農業用施設の管理委託業
務（中島八重桐の池）Ｈ31
年度委託費692千円
・多面的機能支払制度
Ｈ31年度　上野ほか3地区
4,716千円（県75%補助）

・農業用施設の管理委託業
務（中島八重桐の池）Ｈ32
年度委託費692千円
・多面的機能支払制度
Ｈ32年度　上野ほか3地区
4,716千円（県75%補助）
・八重桐の池給水管設置
C＝6,214千円
　（NEXCOからの受託事業
100％補助）

事業費(千円) 5,502 11,744

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・足柄金時地区
補完工事（大胡田）、換地
業務（大胡田）等
C＝48,000千円×15％
・北郷南西部地区
ほ場整備（下小林・一色・
用沢4.7ha、2.3ha）、換地
業務（下小林・一色）等
C＝170,000千円×15％
・所領小山地区
ほ場整備（向井田）、水路
（所領）
C＝42,000千円×15％
・新規採択検討地区
事業計画・法手続き
C＝3,000千円×50％

・足柄金時地区
換地業務等
C＝10,000千円×15％
・北郷南西部地区
ほ場整備（用沢）、換地業
務（下小林・一色・用沢）
等
C＝230,000千円×15％
・所領小山地区
換地業務（向井田）
C＝10,000千円×15％
・新規採択地区　　　
事業実施
C＝10,000千円×15％

事業費(千円) 40,559 39,061

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・高根西部・一色地区
換地原案、詳細設計
小山町負担金
C＝9,360千円×10％
（地権者負担金は土地改良
区より支出）
・アグリふじおやま地区
工事実施（調整池、基盤造
成13ha）
C＝343,000千円×20％

・高根西部・一色地区
工事着手
小山町負担金
C＝100,000千円×10％
（地権者負担金は土地改良
区より支出）
・アグリふじおやま地区
工事実施（基盤造成7ha）
C＝350,000千円×20％

事業費(千円) 69,968 80,440 12,440

60,061

具体的取組

経営体育成基盤整備事業

・ほ場整備事業の実施と併せて農地の利用集積を推進し、農地の有効利用と生産性の
向上を図る。

平成33年度

・高根西部・一色地区
工事
小山町負担金
C＝100,000千円×10％
（地権者負担金は土地改良
区より支出）
・アグリふじおやま地区
換地業務
C＝20,000千円×20％

5,530

具体的取組

中山間地域総合整備事業

・生産性の高い農業推進のため、基盤整備事業（ほ場整備、農道、用排水路整備等）
を促進する。
・県営中山間地域総合整備事業足柄金時地区及び北郷南西部地区の事業促進を図ると
ともに、新規地区採択に向けた調査を実施する。

平成33年度

・北郷南西部地区
ほ場整備（用沢）、換地業
務（用沢）等
C＝200,000千円×15％
・新規採択地区　　　
事業実施
C＝200,000千円×15％

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

土地改良施設維持管理事業

・老朽化した土地改良施設の改修及び適正な維持管理を行い、施設の機能保全と長寿
命化を図る。

平成33年度

・農業用施設の管理委託業
務（中島八重桐の池）Ｈ33
年度委託費692千円
・多面的機能支払制度
Ｈ33年度　上野ほか3地区
4,716千円（県75%補助）
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    3-8  活気ある農業の振興 （その２）

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・経営体育成支援事業によ
り、担い手への農機具補助
を実施する。
・農地中間管理事業によ
り、農地の集約化を図ると
ともに、人・農地プランの
作成を進める。
・学校給食へ地場農産物の
供給を進め、地産地消を推
進する。
・農作業体験を進め、消費
者と生産者の交流を図る。
・米コンの実行委員会立ち
上げる。
・農業振興地域整備計画定
期変更基礎調査を実施す
る。

・経営体育成支援事業によ
り、担い手への農機具補助
を実施する。
・農地中間管理事業によ
り、農地の集約化を図ると
ともに、人・農地プランの
作成を進める。
・学校給食へ地場農産物の
供給を進め、地産地消を推
進する。
・農作業体験を進め、消費
者と生産者の交流を図る。
・米コンの開催。
・農業振興地域整備計画定
期変更を実施する。

事業費(千円) 13,931 16,691

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・鳥獣被害防止総合対策事
業交付金を活用し、捕獲分
の補助を行い被害防止活動
を推進する。
・猟友会、鳥獣被害対策実
施隊と連携し効率的な捕獲
を図る。
・勉強会の開催により鳥獣
被害に対する理解を深める
とともに、電気柵の補助を
実施し、自己防衛の被害軽
減を推進する。
・新規狩猟免許取得者への
補助を実施し、担い手の確
保に努める。

・鳥獣被害防止総合対策事
業交付金を活用し、捕獲分
の補助を行い被害防止活動
を推進する。
・猟友会、鳥獣被害対策実
施隊と連携し効率的な捕獲
を図る。
・勉強会の開催により鳥獣
被害に対する理解を深める
とともに、電気柵の補助を
実施し、自己防衛の被害軽
減を推進する。
・新規狩猟免許取得者への
補助を実施し、担い手の確
保に努める。

事業費(千円) 3,454 3,454 3,454

12,291

具体的取組

有害鳥獣対策事業

・小山町鳥獣被害防止計画に基づき、行政、部農会、農協、農業共済、猟友会からな
る「小山町鳥獣被害防止対策協議会」を中心に、広域的な被害防除を行う。

平成33年度

・鳥獣被害防止総合対策事
業交付金を活用し、捕獲分
の補助を行い被害防止活動
を推進する。
・猟友会、鳥獣被害対策実
施隊と連携し効率的な捕獲
を図る。
・勉強会の開催により鳥獣
被害に対する理解を深める
とともに、電気柵の補助を
実施し、自己防衛の被害軽
減を推進する。
・新規狩猟免許取得者への
補助を実施し、担い手の確
保に努める。

具体的取組

農業振興事業

・各種協議会への助成や負担金の交付を行い、担い手の育成や支援、担い手への農地
利用集積や遊休農地の解消など農地の有効活用を進める。
・町内農産物の加工・販売などの６次産業化の取組や地産地消を推進するとともに、
農作業体験などのグリーン・ツーリズムを推進することにより、農家所得の向上と農
業の活性化を図る。

平成33年度

・経営体育成支援事業によ
り、担い手への農機具補助
を実施する。
・農地中間管理事業によ
り、農地の集約化を図ると
ともに、人・農地プランの
作成を進める。
・学校給食へ地場農産物の
供給を進め、地産地消を推
進する。
・農作業体験を進め、消費
者と生産者の交流を図る。
・次世代型大規模施設園芸
施設の支援を実施。
　　事業費1,600,000千円
(事業者負担:800,000千円
　　 国補助:800,000千円)
※現在のところ、
　　　　町の支出予定なし

【第3章  いきいきとしたまち】
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    3-9  適切な森林整備を通じた林業の活性化 （その１）

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・富士箱根森林認証林の範
囲拡大を推進するため、小
山町内外の森林管理団体
に、当協議会への参入を促
す。

・『富士山-金時材』の普
及啓発

・林業事業体へ間伐施業の
指導

・東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会で建設
するビレッジプラザに『富
士山金時材』の木材提供す
る。※10m3

・富士箱根森林認証林の範
囲拡大を推進するため、小
山町内外の森林管理団体
に、当協議会への参入を促
す。

・『富士山-金時材』の普
及啓発

・林業事業体へ間伐施業の
指導

・東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会で建設
したビレッジプラザに拠出
した『富士山金時材』の回
収と後利用の検討

事業費(千円) 4,730 4,730

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・町有林の整備
　間伐　10ha
　森林作業道　1,000m
　風倒木処理　1式
　主伐　3ha
　造林　3ha
　獣害防止柵　1,000m　
・林業専用道開設施業
720m
　C=18,720千円 ※
25,000/m補助
（H30からの繰越事業）
・主伐再造林試験場の管理
業務
・森林経営計画策定補助
・森林景観整備事業
（東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝ
ﾋﾟｯｸに伴う景観整備）
・高性能林業機械導入補助
　原木運搬車(ﾌｫﾜｰﾀﾞ)
　C=8,000千円(県間接補
助)

・町有林の整備

・主伐再造林試験場の管理
業務

・森林経営計画策定補助

・高性能林業機械導入補助

事業費(千円) 43,975 8,200 8,200

4,730

具体的取組

森林整備事業

・森林の持つ多面的機能の発揮のため、森林施業の効率化に向けた取組を推進すると
ともに、間伐等の森林整備を実施する。

平成33年度

・町有林の整備

・主伐再造林試験場の管理
業務

・森林経営計画策定補助

・高性能林業機械導入補助

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

林業総務事業

・再生可能エネルギーの利用促進や地球温暖化防止対策等を通じて、持続可能な森林
の管理・経営に向けた取組を行う。

平成33年度

・富士箱根森林認証林の範
囲拡大を推進するため、小
山町内外の森林管理団体
に、当協議会への参入を促
す。

・『富士山-金時材』の普及
啓発

・林業事業体へ間伐施業の
指導
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    3-9  適切な森林整備を通じた林業の活性化 （その２）

事   業   名 担当課 農林課

概        要

平成31年度 平成32年度

・小山町森林整備計画
（H28～H38)に基づき、町
内林道開設及び部分改良の
進行管理を行なう。

　① 排水施設改良の実施
　　<林道中島線>
　　<林道竹之下金時線>　
　　2路線の排水施設の改
良

　② 林道拡幅の実施（県
営事業）
　　<林道金時線>

　③林道延伸の検討
　　<林道立山線>

・小山町森林整備計画
（H28～H38)に基づき、町
内林道開設及び部分改良の
進行管理を行なう。

　① 排水施設改良の実施
　　<林道中島線>
　　<林道竹之下金時線>　
　　<林道生土不老山線>
　　3路線の排水施設の改
良

　② 林道拡幅の実施（県
営事業）
　　<林道金時線>

　③林道延伸の実施

事業費(千円) 33,770 50,000 50,000

具体的取組

林道整備事業

・効率的な森林整備、生産性の向上等のため、林道等の路網整備及び改良事業を実施
する。

平成33年度

・小山町森林整備計画（H28
～H38)に基づき、町内林道
開設及び部分改良の進行管
理を行なう。

　① 排水施設改良の実施
　　<林道中島線>
　　<林道竹之下金時線>　
　　<林道生土不老山線>
　　3路線の排水施設の改良

　② 林道拡幅の実施（県営
事業）
　　<林道金時線>

　③林道延伸の実施

【第3章  いきいきとしたまち】
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    3-10  人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興 （その１）

事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・富士山金太郎まつり、笛
まつり、もみじまつりの開
催
・観光パンフレット作成、
活用
・小山町観光協会への助成
及び支援
・おまつりへの助成
・各種イベントへ観光ＰＲ
ブース出展
・観光振興計画アクション
プランの推進（次期観光振
興計画・アクションプラン
の検討）
・小山町DMOの法人化・事
業推進
・観光ガイド育成と活用
・大学コンソーシアムの活
用
・地域おこし協力隊の活用

・金太郎生誕の地のＰＲ
（町民アンケート目標
60％）

・富士山金太郎まつり、笛
まつり、もみじまつりの開
催
・観光パンフレット作成、
活用
・小山町観光協会への助成
及び支援
・おまつりへの助成
・各種イベントへ観光ＰＲ
ブース出展
・次期観光振興計画アク
ションプランの推進
・小山町DMOの事業推進
・観光ガイド育成と活用
・大学コンソーシアムの活
用
・地域おこし協力隊の活用

・金太郎生誕の地のＰＲ
（町民アンケート目標
65％）

事業費(千円) 35,618 35,000 35,000

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

観光振興事業

・日本版ＤＭＯを構築し、観光地域づくりを戦略的に推進する。
・地域資源を活用したイベントや、魅力的な富士山金太郎まつりを開催し、観光交流
人口の拡大を図る。
・本町の魅力をＰＲできる観光ボランティアガイドを育成し、町内外からの来訪者へ
の対応の充実を図る。
・観光振興計画アクションプランの進捗状況を管理し、観光振興に関する施策を計画
的に推進する。

平成33年度

・富士山金太郎まつり、笛
まつり、もみじまつりの開
催
・観光パンフレット作成、
活用
・小山町観光協会への助成
及び支援
・おまつりへの助成
・各種イベントへ観光ＰＲ
ブース出展
・次期観光振興計画アク
ションプランの推進
・小山町DMOの事業推進
・観光ガイド育成と活用
・大学コンソーシアムの活
用
・地域おこし協力隊の活用

・金太郎生誕の地のＰＲ
（町民アンケート目標
70％）
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    3-10  人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興 （その２）

事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・登山パンフレット(多言
語版)の作成、活用
・富士山関係団体への負担
金
・五合目駐車場、下山道の
維持管理
・観光案内所、五合目公衆
トイレの維持管理
・五合目送電ケーブル維持
管理
・富士登山ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ配置(4
人)
・富士山須走ルート巡視業
務
・富士山保全協力金徴収業
務
・須走口登山ｶﾞｲﾄﾞの認
定、活用
・須走口五合目再整備(環
境省による基本設計)
・ふじあざみラインマイ
カー規制実施
・小富士遊歩道の整備
・須走口の情報発信
(町民アンケート　目標
50％)

・登山パンフレット(多言
語版)の作成、活用
・富士山関係団体への負担
金
・五合目駐車場、下山道の
維持管理
・観光案内所、五合目公衆
トイレの維持管理
・五合目送電ケーブル維持
管理
・富士登山ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ配置(4
人)
・富士山須走ルート巡視業
務
・富士山保全協力金徴収業
務
・須走口登山ｶﾞｲﾄﾞの認
定、活用
・須走口五合目再整備(環
境省による実施設計)
・ふじあざみラインマイ
カー規制実施
・富士山五合目ﾗｲﾌﾞｶﾒﾗ設
置事業
・須走口の情報発信
(町民アンケート　目標
55％)

事業費(千円) 73,031 44,500 31,500

具体的取組

富士山観光事業

・観光客・登山客の利便向上と安全対策を図るため、五合目駐車場周辺及び下山道、
小富士遊歩道の整備を推進する。また、五合目インフォメーションセンター設置や駐
車場再整備などの計画について関係機関と調整の上、事業を推進する。
・富士山の自然環境を保全するため、ふじあざみラインのマイカー規制を毎年実施す
る。

平成33年度

・登山パンフレット(多言語
版)の作成、活用
・富士山関係団体への負担
金
・五合目駐車場、下山道の
維持管理
・五合目施設、公衆トイレ
の維持管理
・五合目送電ケーブル維持
管理
・富士登山ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ配置(4
人)
・富士山須走ルート巡視業
務
・富士山保全協力金徴収業
務
・須走口登山ｶﾞｲﾄﾞの認定、
活用
・須走口五合目再整備(環境
省による工事着手)
・ふじあざみラインマイ
カー規制実施
・須走口の情報発信
(町民アンケート　目標
60％)

【第3章  いきいきとしたまち】

50



    3-10  人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興 （その３）

事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・各種自転車イベントの開
催、拡大(大会6回・参加者
数　目標5,000人)
・イタリア、台湾のサイク
リストを誘致したレースや
交流イベントの開催
・自転車まちづくり事業の
推進（電気自転車導入）
・自転車活用推進計画策定
業務
・モータースポーツの推進
・首都圏等のイベントを活
用した観光ＰＲ
・表富士観光キャラバンに
よる広域観光PR
・ゴルフ場の利用促進
・路網を活用したMTBコー
スの検討
・デスティネーションキャ
ンペーンの実施(本番)

・各種自転車イベントの開
催、拡大(大会6回・参加者
数　目標5,500人)
・イタリア、台湾のサイク
リストを誘致したレースや
交流イベントの開催
・自転車まちづくり事業の
推進
・モータースポーツの推進
・首都圏等のイベントを活
用した観光ＰＲ
・表富士観光キャラバンに
よる広域観光PR
・ゴルフ場の利用促進
・路網を活用したMTBコー
スの整備
・デスティネーションキャ
ンペーンの実施(アフター)

事業費(千円) 17,345 9,300

事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・官民協働によるハイキン
グコースの整備
・ハイキングコースの管理
(11団体)
・トレイルコースの見直
し、整備
・トイレ、ベンチ、休憩ス
ペースの設置
・ハイキングバスの運行・
利用促進
・足柄古道等を活用したツ
アー開催(目標2回)
・広域連携によるハイキン
グコースの設定、活用(目
標2コース)

・官民協働によるハイキン
グコースの整備
・ハイキングコースの管理
(11団体)
・トレイルコースの活用
・トイレ、ベンチ、休憩ス
ペースの設置
・ハイキングバスの運行・
利用促進
・足柄古道等を活用したツ
アー開催(目標2回)
・広域連携によるハイキン
グコースの設定、活用(目
標2コース)

事業費(千円) 3,905 3,905 3,905

9,300

具体的取組

富士箱根トレイル等維持管理事業

・恵まれた本町の自然環境を活かし、富士箱根トレイルをはじめとするハイキング
コースのＰＲと維持管理を行い、観光交流人口の拡大を図る。

平成33年度

・官民協働によるハイキン
グコースの整備
・ハイキングコースの管理
(11団体)
・トレイルコースの活用
・ハイキングバスの運行・
利用促進
・足柄古道等を活用したツ
アー開催(目標2回)
・広域連携によるハイキン
グコースの設定、活用(目標
2コース)

具体的取組

交流人口拡大事業

・東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催に向けて滞在型観光に取り組む
とともに、各種自転車イベントを開催することにより、サイクリスト及び観光客の増
加を図る。
・県内外に小山町の魅力をアピールし、観光客数の増加を図る。
・近隣の市町や観光施設と連携し、観光プロモーションや魅力のある商品企画及び整
備を行う。

平成33年度

・各種自転車イベントの開
催、拡大(大会6回・参加者
数　目標6,000人)
・イタリア、台湾のサイク
リストを誘致したレースや
交流イベントの開催
・自転車まちづくり事業の
推進
・モータースポーツの推進
・首都圏等のイベントを活
用した観光ＰＲ
・表富士観光キャラバンに
よる広域観光PR
・ゴルフ場の利用促進
・路網を活用したMTBコース
の活用

【第3章  いきいきとしたまち】
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    3-10  人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興 （その４）

事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・金時公園の活用
・誓いの丘の活用
・駅前観光案内所（町の
駅）の維持管理、活用
・駅前観光案内所（町の
駅）再整備事業
・足柄峠周辺施設の維持管
理
・宮上公衆トイレの維持管
理
・金時山山頂トイレの維持
管理
・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応情報ｼｽﾃﾑの
活用
・歓迎塔の整備（8基）

・外国語標記の充実
（町民アンケート　目標
50％）

・金時公園の活用
・誓いの丘の活用
・駅前観光案内所（町の
駅）の維持管理、活用
・足柄峠周辺施設の維持管
理
・宮上公衆トイレの維持管
理
・金時山山頂トイレの維持
管理
・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応情報ｼｽﾃﾑの
活用

・外国語標記の充実
（町民アンケート　目標
55％）

事業費(千円) 57,415 2,580

事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・フィルムコミッション支
援を継続

・小山フィルムファクト
リーの指定管理委託の継続

・誘致番組・映画等延べ本
数　目標２００本
・経済効果　目標1億円

・小山町映画祭『Oyama
Movie Camp』の開催

・フィルムコミッション支
援を継続

・小山フィルムファクト
リーの指定管理委託の継続

・誘致番組・映画等延べ本
数　目標２００本
・経済効果　目標1億円

・小山町映画祭『Oyama
Movie Camp』の開催

事業費(千円) 14,784 14,784 14,784

2,580

具体的取組

スタジオタウン小山推進事業

・町を映像制作のメッカとすることを目指すスタジオタウン小山の構築を図るため、
民間と連携した積極的なロケ誘致を推進するとともに、映像制作の将来を担う人材育
成と、町内外への情報発信を強化する。
・小山フィルムファクトリーの有効活用と、ＮＰＯ法人への支援により、他に例のな
いロケ支援の体制づくりを進める。
・フィルムコミッション事業の各種効果により、観光交流の増大を図る。

平成33年度

・フィルムコミッション支
援を継続

・小山フィルムファクト
リーの指定管理委託の継続

・誘致番組・映画等延べ本
数　目標２００本
・経済効果　目標1億円

・小山町映画祭『Oyama
Movie Camp』の開催

具体的取組

観光施設管理運営事業

・観光施設の整備や維持管理を推進し、魅力ある観光スポットを充実させることで、
観光交流人口の拡大を図る。

平成33年度

・金時公園の活用
・誓いの丘の活用
・駅前観光案内所（町の
駅）の維持管理、活用
・足柄峠周辺施設の維持管
理
・宮上公衆トイレの維持管
理
・金時山山頂トイレの維持
管理
・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応情報ｼｽﾃﾑの
活用

・外国語標記の充実
（町民アンケート　目標
60％）

【第3章  いきいきとしたまち】
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事   業   名 担当課 商工観光課

概        要

平成31年度 平成32年度

・小山町商工会への助成、
支援
・小山町商工会優良推奨品
の認定･販路拡大
・小山町農商工連携協議会
への助成、支援
・小規模企業訪問調査、支
援策実施
・駅前観光案内所(町の駅)
の活用
・生産性向上設備導入計画
の活用
・創業支援計画の活用
・移動販売等の支援

・賑わいと活気があふれる
商工業の振興
（町民アンケート目標
50％）

・小山町商工会への助成、
支援
・小山町商工会優良推奨品
の認定･販路拡大
・小山町農商工連携協議会
への助成、支援
・小規模企業訪問調査、支
援策実施
・駅前観光案内所(町の駅)
の活用
・生産性向上設備導入計画
の活用
・創業支援計画の活用
・移動販売等の支援

・賑わいと活気があふれる
商工業の振興
（町民アンケート目標
50％）

事業費(千円) 9,244 9,244

事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・歳入見込み額：１０億円
・商工会への事務委託
・システム保守
・東京都内向け広告宣伝
（新聞折込、サイト広告）
・PRパンフレットの増刷
・ふるさと納税ポータルサ
イトを追加
・新しい返礼品の企画

・歳入見込み額：１０億円
・商工会への事務委託
・システム保守
・東京都内向け広告宣伝
（新聞折込、サイト広告）
・PRパンフレットの増刷
・新しい返礼品の企画

事業費(千円) 450,125 450,125 450,125

9,244

具体的取組

ふるさと振興事業

・商工会等と連携し魅力ある返礼品を充実させ、地域産業の活性化を図る。
・ポータルサイト等を活用し、本町及び返礼品のＰＲを積極的に行い、寄附者の確保
に努める。

平成33年度

・歳入見込み額：１０億円
・商工会への事務委託
・システム保守
・東京都内向け広告宣伝
（新聞折込、サイト広告）
・PRパンフレットの増刷
・新しい返礼品の企画

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

    3-11  賑わいと活気があふれる商工業の振興

商工業振興事業

・商店街の賑わいを創出するため、創業支援等事業計画に基づき、空き店舗の有効活
用、創業・起業の支援を行う。
・地場産品を活用した品質向上、新商品や「小山町商工会優良推奨品」の開発支援を
行う。
・地域住民を対象とした職業訓練事業の支援や、中小企業勤労者の福利厚生支援を行
う。

平成33年度

・小山町商工会への助成、
支援
・小山町商工会優良推奨品
の認定･販路拡大
・小山町農商工連携協議会
への助成、支援
・小規模企業訪問調査、支
援策実施
・駅前観光案内所(町の駅)
の活用
・生産性向上設備導入計画
の活用
・創業支援計画の活用
・移動販売等の支援

・賑わいと活気があふれる
商工業の振興
（町民アンケート目標50％
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    3-12  定住・移住の促進と婚活支援 （その１）

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・定住促進宅地開発事業補
助金
・小山町スタートアップ起
業支援事業補助金
・個人住宅取得資金利子補
給金
・宅地分譲等販売協力助成
金
・定住促進事業助成金
・出産祝金支給

【地方創生推進交付金事
業】
・女性活躍促進事業
・若者移住促進事業

【ふじのくに少子化突破戦
略応援事業】
・金太郎ファミリープロ
ジェクト推進事業

・定住促進宅地開発事業補
助金
・小山町スタートアップ起
業支援事業補助金
・個人住宅取得資金利子補
給金
・宅地分譲等販売協力助成
金
・定住促進事業助成金
・出産祝金支給
・首都圏プロモーション事
業
・自然塾イベントの開催

事業費(千円) 62,490 60,000

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・宮ノ台宅地造成事業の完
了、分譲開始
・一色宅地分譲事業に係る
各種調査等の実施
　委託料　10,000千円
・地方債償還
　　　　 105,000千円
・大胡田町住跡地買収
　　　　　23,820千円

・宮ノ台分譲地の完売
・一色宅地分譲事業
・地方債償還

事業費(千円) 250,000 416,890 200,000

60,000

具体的取組

宅地造成事業

・用沢宅地造成地の分譲販売及び優良田園住宅に基づく富士小山わさび平宅地造成事
業を実施する。

平成33年度

・一色宅地分譲地の販売
・地方債償還

具体的取組

【第3章  いきいきとしたまち】

定住促進事業

・就活生を中心としたＵＩＪターン促進施策を実施する。
・地域資源活用ビジネスモデル構築のための調査・分析を行う。
・起業・創業支援の仕組み作りを行う。
・民間企業との連携による移住を目的とした定住促進施策を実施する。

平成33年度

・定住促進宅地開発事業補
助金
・小山町スタートアップ起
業支援事業補助金
・個人住宅取得資金利子補
給金
・宅地分譲等販売協力助成
金
・定住促進事業助成金
・出産祝金支給
・首都圏プロモーション事
業
・自然塾イベントの開催
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    3-12  定住・移住の促進と婚活支援 （その２）

事   業   名 担当課 おやまで暮らそう課

概        要

平成31年度 平成32年度

・婚活支援事業「おやま出
逢い大社」の会員募集
・結婚支援相談員による相
談、仲介支援実施

・成婚定住祝金支給

【地域少子化対策重点推進
交付金】
・婚活イベント（年2回予
定）、セミナー（年2回予
定）、婚シェルジュ養成講
座（年2回予定）・交流サ
ロン(年2回予定）
・結婚新生活支援補助金

・婚活支援事業「おやま出
逢い大社」の会員募集
・結婚支援相談員による相
談、仲介支援実施
・婚活イベント、セミ
ナー、婚シェルジュ養成講
座実施

・成婚定住祝金支給

・結婚新生活支援補助金

事業費(千円) 6,703 6,703 6,703

具体的取組

結婚支援事業

・婚活支援事業「おやま出逢い大社」の会員増を図る。
・結婚支援相談員によるマンツーマンの相談や、仲介等のきめ細かな支援を実施す
る。
・町ならではの地域資源を生かしたイベントや、若者のスキルアップ等を学ぶセミ
ナーを実施する。

平成33年度

・婚活支援事業「おやま出
逢い大社」の会員募集
・結婚支援相談員による相
談、仲介支援実施
・婚活イベント、セミ
ナー、婚シェルジュ養成講
座実施

・成婚定住祝金支給

・結婚新生活支援補助金

【第3章  いきいきとしたまち】
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事   業   名 担当課 町長戦略課

概        要

平成31年度 平成32年度

・富士山ネットワーク会議
による環境・観光・防災な
どさまざまな分野での研究
及び取り組み
【H31･H32:小山町事務局】

・富士箱根伊豆交流圏市町
村ネットワーク（＝ＳＫ
Ｙ）による合同サミット参
加

・２市１町行政懇談会によ
る広域課題に対する検討

・富士山ネットワーク会議
による環境・観光・防災な
どさまざまな分野での研究
及び取り組み
【H31･H32:小山町事務局】

・富士箱根伊豆交流圏市町
村ネットワーク（＝ＳＫ
Ｙ）による合同サミットに
向けた協議

・２市１町行政懇談会によ
る広域課題に対する検討

事業費(千円) 851 851 851

具体的取組

【第4章  計画の推進のために】

    4-1  広域連携の推進

広域連携推進事業

・近隣市町村と富士山ネットワーク会議等による連携を促進し、広域的な行政課題に
対する公共サービスの充実を図る。

平成33年度

・富士山ネットワーク会議
による環境・観光・防災な
どさまざまな分野での研究
及び取り組み

・富士箱根伊豆交流圏市町
村ネットワーク（＝ＳＫ
Ｙ）による合同サミットに
向けた参加

・２市１町行政懇談会によ
る広域課題に対する検討
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事   業   名 担当課 総務課

概        要

平成31年度 平成32年度

・統一的な基準による財務
諸表等の作成や中期財政計
画の策定をし、町民に公表
していく。
・歳出事業の緊急度、優先
度を検討し、健全財政の維
持に努める。
・公債費の抑制を進め、将
来負担の軽減化を図る。
・国、県などの補助制度の
活用など財源の確保に努め
る。

・統一的な基準による財務
諸表等の作成や中期財政計
画の策定をし、町民に公表
していく。
・歳出事業の緊急度、優先
度を検討し、健全財政の維
持に努める。
・公債費の抑制を進め、将
来負担の軽減化を図る。
・国、県などの補助制度の
活用など財源の確保に努め
る。

事業費(千円) 5,458 5,458 5,458

具体的取組

【第4章  計画の推進のために】

    4-2  健全な財政運営の確立

財政管理事業

・中期財政計画の策定や新地方公会計制度に基づくバランスシートなどの作成・公表
を行う。

平成33年度

・統一的な基準による財務
諸表等の作成や中期財政計
画の策定をし、町民に公表
していく。
・歳出事業の緊急度、優先
度を検討し、健全財政の維
持に努める。
・公債費の抑制を進め、将
来負担の軽減化を図る。
・国、県などの補助制度の
活用など財源の確保に努め
る。
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事   業   名 担当課 町長戦略課

概        要

平成31年度 平成32年度

・行政改革大綱実施計画の
評価及び検証
・第１０次小山町行政改革
大綱及び実施計画の策定
・行財政改革審議会の開催
・業務改善制度の推進
・職員配置ヒアリングの実
施
・行政アドバイザーの活用

・行政改革大綱実施計画の
評価及び検証
・第７次定員適正化計画の
策定
・行財政改革審議会の開催
・業務改善制度の推進
・職員配置ヒアリングの実
施
・行政アドバイザーの活用

事業費(千円) 2,810 2,810

事   業   名 担当課 町長戦略課

概        要

平成31年度 平成32年度

・第４次小山町総合計画後
期基本計画進行管理
・小山町総合戦略進行管理
・小山町国土強靭化地域計
画進行管理
・第４次小山町総合計画の
評価

・“第５次”小山町総合計
画の策定
・“新”小山町まちひとし
ごと総合戦略の策定
・“新”小山町国土強靭化
地域計画の策定

・公営塾運営事業

・第５次小山町総合計画前
期基本計画進行管理
・小山町総合戦略進行管理
・小山町国土強靭化地域計
画進行管理

事業費(千円) 18,946 391 391

2,810

具体的取組

企画調査事業

・総合計画及び総合戦略の適切な進行管理を行うとともに、次期総合計画の策定に取
り組む。

平成33年度

・第５次小山町総合計画前
期基本計画進行管理
・小山町総合戦略進行管理
・小山町国土強靭化地域計
画進行管理

具体的取組

【第4章  計画の推進のために】

    4-3  効率的な行政運営の推進

行財政改革推進事業

・効率的・効果的な行政運営の推進を図り、事業のムダを無くす。
・組織改革の推進を図り、新たな行政課題や町民ニーズに対応する柔軟性・機動性を
備えた組織を構築する。
・町内施設の適正管理を推進する。
・行政サービス改革の推進を図り、競争原理を取り入れた民営化、アウトソーシン
グ、ＰＦＩなど市場メカニズムの導入を推進する。

平成33年度

・行政改革大綱実施計画の
評価及び検証
・行財政改革審議会の開催
・業務改善制度の推進
・職員配置ヒアリングの実
施
・行政アドバイザーの活用
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事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・５地域での金太郎計画
2020の推進（市町村振興協
会補助申請）

・活動発表大会の開催

・５地域での金太郎計画
2020の推進（市町村振興協
会補助申請）

・活動発表大会の開催

事業費(千円) 3,411 3,411

事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・広報おやまの発行
・無線放送、ホームペー
ジ、Facebookによる町政情
報等の発信
・「町長への手紙」事業
・出前講座等の開催
・定例記者懇談会の開催
・継続的なシティプロモー
ションを実施
・町ガイドブックの更新
・ＯＴＫとの連携事業
・デジタルマーケティング
推進事業
・シティープロモーション
推進動画作成事業

・広報おやまの発行
・無線放送、ホームペー
ジ、Facebookによる町政情
報等の発信
・「町長への手紙」事業
・出前講座等の開催
・定例記者懇談会の開催
・継続的なシティプロモー
ションを実施
・町ガイドブックの更新
・ＯＴＫとの連携事業

事業費(千円) 43,744 13,212

事   業   名 担当課 ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

概        要

平成31年度 平成32年度

・区長交付金及び区運営交
付金の交付

・区長会及び幹事会の開催
し行政と各区との情報共有
を図る。

・各地区要望の取り纏め、
調整

・新柴公民館建設事業補助
金

・区長交付金及び区運営交
付金の交付

・区長会及び幹事会の開催
し行政と各区との情報共有
を図る。

・各地区要望の取り纏め、
調整

・コミュニティ施設改修事
業

事業費(千円) 55,923 33,258 23,258

13,212

具体的取組

自治振興事業

・区長会と連携・情報共有し、暮らしやすいまちづくりの推進を図る。

平成33年度

・区長交付金及び区運営交
付金の交付

・区長会及び幹事会の開催
し行政と各区との情報共有
を図る。

・各地区要望の取り纏め、
調整

3,411

具体的取組

広報広聴事業

・広報紙、無線放送、ホームページ、Facebook等により町政情報等の発信を行い、透
明性の高い行政運営の推進を図る。
・定例記者懇談会を開催し、マスメディアを活かした情報発信を推進する。
・シティプロモーション指針に基づき、広く町内外に小山町の情報発信を行う。

平成33年度

・広報おやまの発行
・無線放送、ホームペー
ジ、Facebookによる町政情
報等の発信
・「町長への手紙」事業
・出前講座等の開催
・定例記者懇談会の開催
・継続的なシティプロモー
ションを実施
・町ガイドブックの更新
・ＯＴＫとの連携事業

具体的取組

【第4章  計画の推進のために】

    4-4  参加と協働によるまちづくり

協働推進事業

・公益的な地域活動と組織づくりを支援し、協働で地域コミュニティの活性化の推進
を図る。

平成33年度

・５地域での金太郎計画
2020の推進（市町村振興協
会補助申請）

・活動発表大会の開催

59




	01.実施計画（表紙と目次）
	実施計画書Ver.5（都市整備ラスト修正）
	空白ページ

